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新しい学び
誕生。
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ようこそ ！ 名古屋学院大学へ
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２０１５年４月 新しい学び誕生

８学部１１学科体制へ

現
代
社
会
学
部
は
、現
代
社
会
が
も
つ
さ
ま
ざ
ま
な
側
面
を

洞
察
す
る
専
門
ス
キ
ル
と
幅
広
い
分
野
に
わ
た
る
社
会
的
教
養

を
備
え
た
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、経
済
学
部
総
合
政
策
学

科
の
実
績
を
継
承
し
つ
つ
、社
会
の
新
た
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
学

び
の
世
界
へ
と
発
展
し
ま
す
。現
代
社
会
学
部
で
は
現
代
社
会

へ
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る「
7
つ
の
ア
イ
テ
ム
」を
履
修
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し

て
用
意
し
、現
代
社
会
に
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
積
極
的
に
ア

プ
ロ
ー
チ
で
き
る
よ
う
社
会
を
構
成
す
る
要
素
の
中
か
ら
具
体

的
な
テ
ー
マ
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
学
び
ま
す
。ま
た
、座
学
だ
け

に
と
ど
ま
ら
ず
関
心
の
高
い
分
野
に
対
し
、課
題
発
見
か
ら
解

決
法
、実
践
ま
で
を
一
貫
し
て
行
う「
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
学
び
」に
よ

り
問
題
解
決
に
向
け
た
行
動
力
を
養
い
ま
す
。

国
際
文
化
学
部
は
、外
国
語
学
部
中
国
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学

科
・
国
際
文
化
協
力
学
科
を
基
礎
と
し
て
、さ
ら
に 

一 

歩
踏
み
込

ん
だ
経
験
型
の
学
び
で
国
際
社
会
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

「
多
様
性
の
理
解
」と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
時
代
に
お
け
る「
交
流
の

あ
り
方
」を
考
え
、そ
の
上
で
多
文
化
理
解
や
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
力
点
を
置
い
た
国
際
化
教
育
を
実
践
し
ま
す
。現

代
社
会
の
ボ
ー
ダ
レ
ス
な
状
況
を
自
覚
し
、文
化
の
多
様
性
や

地
域
固
有
の
生
活
様
式
、言
語
、宗
教
、習
慣
な
ど
を
相
対
的

な
視
野
で
見
通
せ
る
国
際
感
覚
と
、現
実
社
会
か
ら
実
践
的
に

課
題
を
掘
り
起
こ
し
、そ
の
解
決
の
た
め
の
方
策
を
じ
っ
く
り
と

考
え
行
動
で
き
る
行
動
力
を
持
ち
な
が
ら
他
者
へ
の
思
い
や
り

に
あ
ふ
れ
た
真
の
国
際
人
を
育
て
ま
す
。

こ
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
）で
は
、幼

稚
園
教
諭
な
ら
び
に
小
学
校
教
諭
の
養
成
を
目
指
し
ま
す
。

こ
ど
も
の
心
身
と
も
に
健
や
か
な
成
長
に
貢
献
で
き
る
、専
門

知
識
と
実
践
的
な
教
育
力
を
持
っ
た
人
材
の
育
成
を
理
念
と
し

て
い
ま
す
。

幼
少
期
の
教
育
や
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
科
目
を
幅
広
く
学
ぶ

こ
と
に
加
え
、教
職
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
充
実
し
た
サ
ポ
ー
ト
や
近

隣
自
治
体
と
連
携
し
た
体
験
学
習
に
よ
っ
て
実
際
に
幼
児
や
児

童
と
関
わ
る
こ
と
で
、指
導
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、現

場
で
の
責
任
感
を
早
い
時
期
か
ら
醸
成
す
る
な
ど
、こ
ど
も
と

向
き
合
い
、と
も
に
成
長
で
き
る
教
育
者
を
養
成
し
ま
す
。

現
代
社
会
学
部

国
際
文
化
学
部

こ
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科（
ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
）

充 実した実 習 室

音楽実習室1

図画工作室

家庭科実習室1

音楽実習室2

理科実験室

家庭科実習室2

本
学
は「
敬
神
愛
人
」を
建
学
の
精
神
と
し
、高
い
志
と
豊
か
な
国
際
感
覚
を

備
え
た
、社
会
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
使
命
と
し
て
き
ま
し
た
。

創
立
50
周
年
を
機
に
、こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
次

代
へ
向
か
っ
て
よ
り
充
実
し
た
教
育
環
境
を
整
備
。時
代
や
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
た
め
2
0
1
3
年
の
法
学
部
開
設
に
続
き
、2
0
1
5
年
4
月「
現
代
社

会
学
部
」「
国
際
文
化
学
部
」「
こ
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
教
育
学
科（
ス
ポ
ー
ツ
健
康

学
部
）」を
開
設
し
8
学
部
11
学
科
体
制
へ
と
進
化
し
ま
す
。

プロジェクト演習アクティブな学び 教育イベント

国際文化学部

国際文化学科 国際協力学科

広く国際社会を
見通せる人材の育成

人間社会の多様性を
理解するとともに、
文化を共有し、

創造する力を養成。

多様化する世界における
人と人とのつながりを考察し、
実践する力を養成。

文化を見つめる視点の養成

フィールドスタディの実践

言語コミュニケーション力の養成

インターンシップ

経済学部
経済学科

経済学部 経済学科

現代社会学科

商学科

経営情報学科
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英米語学科
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スポーツ健康学科

こどもスポーツ教育学科

理学療法学科

現代社会学部
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法学部

外国語学部
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スポーツ健康学部
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法学科

英米語学科
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法学部

外国語学部

スポーツ健康
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リハビリテーション学部

2015年度 学部学科体制

都市創造
マネジメント

現代企業
＆

イノベーション

観光プロデュース
＆

まちづくり ヒューマンケア
＆

共生

ライフプラン
＆

家族

コミュニティ
デザイン

コミュニケーション
＆

心理

現代社会へ

7つのアイテム

人間社会と
心理

経済社会と
企業

社会制度と
政策

社会生活と
地域
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350453
流用

27.4.21
小井

27.4.22
田畑

27.5.9
佐々木

27.5.13
太田あ

27.5.14
秋山

2
0
1
5
年
度

入
学
式
を
挙
行

2
0
1
5
年
4
月
1
日（
水
）、名
古
屋
国
際
会
議
場
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

ホ
ー
ル
に
て
、キ
リ
ス
ト
教
の
礼
拝
形
式
に
則
り
、入
学
式
を
挙
行
し
、

今
年
度
は
学
部
生
1
5
1
8
名（
編
入
学
含
む
）、大
学
院
生
66
名
、

留
学
生
別
科
生
11
名
の
入
学
生
を
迎
え
ま
し
た
。

式
で
は
髙
見
伊
三
男
宗
教
部
長
の
聖
書
朗
読
・
祈
祷
、木
船
久
雄

学
長
の
式
辞
が
あ
り
ま
し
た
。式
辞
で
は
①
本
学
の
建
学
の
精
神

「
敬
神
愛
人
」、②
大
学
生
と
し
て
の
主
体
的
な
学
び
の
ス
タ
イ
ル
、

③
社
会
人
予
備
軍
と
し
て
の
心
得
、と
い
う
３
点
に
つ
い
て
の
話
が
あ

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、大
学
院
・
学
部
・
留
学
生
別
科
の
新
入
生
代
表
に
よ
る

宣
誓
が
行
わ
れ
、式
終
了
後
に
は
本
学
吹
奏
楽
部
、ジ
ャ
ズ
研
究
会
の

学
生
に
よ
る
演
奏
で
入
学
を
祝
い
ま
し
た
。

大
学
院

経済経営

外国語学

通信教育課程

合　計

研究科
博士後期課程博士前期課程・

修士課程

1年 1年 2年2年 3年
合計

在籍者数一覧（学部・大学院・留学生別科） 2015年5月1日現在

 35 37 1 4 8 85

 7 4 ― ― ― 11

 19 22 4 3 4 52

 61 63 5 7 12 148

学

　
部

留学生別科

学　部 1年 2年 3年 4年 合計

 322 421 427 432 1,602

 121 ― ― ― 121

 343 315 355 308 1,321

 171 150 162 ― 483

 159 252 241 255 907

 136 ― ― ― 136

 163 162 153 140 618

 85 95 81 111 372

 1,500 1,395 1,419 1,246 5,560

24

総合計 5,732

法学部

外国語学部

現代社会学部

国際文化学部

スポーツ
健康学部

リハビリテーション
学部

合　　計

商学部

経済学部

※留年生は4年に含む
※3年に編入生名（経済3・商5・経営情報5・法1・英米語2・中コミ1・スポーツ1）を含む

2
0
1
4
年
度

学
位
記
授
与
式
を
挙
行

2
0
1
5
年
3
月
21
日（
土
）名
古
屋
国
際
会
議
場

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
ー
ル
に
て
2
0
1
4
年
度
学
位
記
授
与

式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。式
で
は
讃
美
歌
が
歌
わ
れ
、髙

見
伊
三
男
宗
教
部
長
に
よ
る
聖
書
朗
読
の
後
、木
船
久

雄
学
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
同
日
、在
学
中
の
4
年
間
を
通
し
て
、学
業
や
課

外
活
動
、地
域
社
会
で
の
奉
仕
活
動
に
お
い
て
特
に
優
秀

な
成
績
・
成
果
を
修
め
た
学
生
を
表
彰
す
る
学
長
表
彰

式
を
行
い
、木
船
学
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

新
入
生
を
迎
え
、総
勢
５
７
３
２
名
で

2
0
1
5
年
度
ス
タ
ー
ト
。

２
０
１
５
年
度
は
新
た
に
学
部
生
１
５
０
０
名
、大

学
院
生
６
６
名
、留
学
生
別
科
性
１
１
名
の
新
入
学
生

を
迎
え
、学
部
学
生
数
５
５
６
０
名（
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ

ス
＝
４
５
７
０
名
、瀬
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
＝
９
９
０
名
）、大

学
院
生
数
１
４
８
名
、留
学
生
別
科
生
２
４
名
の
総
勢

５
７
３
２
名
で
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

経済学部 （3名）

経済学科 松永将嗣
 村瀬伊織
政策学科 群山怜巳

商学部 （3名）

商学科 小寺諒太
 柳いつき
経営情報学科 菊川正人

スポーツ健康学部 （1名）

スポーツ健康学科 橋口孝太

リハビリテーション学部 （1名）

理学療法学科 栗田有理子

外国語学部 （3名）

英米語学科 小栗海渡
中国コミュニケーション学科 手塚千晶
国際文化協力学科 井田千尋

表彰された皆さん
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350453
流用

27.4.21
小井

27.4.22
田畑

27.5.9
佐々木

27.5.13
太田あ

2
0
1
5
年
度

入
学
式
を
挙
行

2
0
1
5
年
4
月
1
日（
水
）、名
古
屋
国
際
会
議
場
セ
ン
チ
ュ
リ
ー

ホ
ー
ル
に
て
、キ
リ
ス
ト
教
の
礼
拝
形
式
に
則
り
、入
学
式
を
挙
行
し
、

今
年
度
は
学
部
生
1
5
1
8
名（
編
入
学
含
む
）、大
学
院
生
66
名
、

留
学
生
別
科
生
11
名
の
入
学
生
を
迎
え
ま
し
た
。

式
で
は
髙
見
伊
三
男
宗
教
部
長
の
聖
書
朗
読
・
祈
祷
、木
船
久
雄

学
長
の
式
辞
が
あ
り
ま
し
た
。式
辞
で
は
①
本
学
の
建
学
の
精
神

「
敬
神
愛
人
」、②
大
学
生
と
し
て
の
主
体
的
な
学
び
の
ス
タ
イ
ル
、

③
社
会
人
予
備
軍
と
し
て
の
心
得
、と
い
う
３
点
に
つ
い
て
の
話
が
あ

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、大
学
院
・
学
部
・
留
学
生
別
科
の
新
入
生
代
表
に
よ
る

宣
誓
が
行
わ
れ
、式
終
了
後
に
は
本
学
吹
奏
楽
部
、ジ
ャ
ズ
研
究
会
の

学
生
に
よ
る
演
奏
で
入
学
を
祝
い
ま
し
た
。

大
学
院

経済経営

外国語学

通信教育課程

合　計

研究科
博士後期課程博士前期課程・

修士課程

1年 1年 2年2年 3年
合計

在籍者数一覧（学部・大学院・留学生別科） 2015年5月1日現在

 35 37 1 4 8 85

 7 4 ― ― ― 11

 19 22 4 3 4 52

 61 63 5 7 12 148

学

　
部

留学生別科

学　部 1年 2年 3年 4年 合計

 322 421 427 432 1,602

 121 ― ― ― 121

 343 315 355 308 1,321

 171 150 162 ― 483

 159 252 241 255 907

 136 ― ― ― 136

 163 162 153 140 618

 85 95 81 111 372

 1,500 1,395 1,419 1,246 5,560

24

総合計 5,732

法学部

外国語学部

現代社会学部

国際文化学部

スポーツ
健康学部

リハビリテーション
学部

合　　計

商学部

経済学部

※留年生は4年に含む
※3年に編入生名（経済3・商5・経営情報5・法1・英米語2・中コミ1・スポーツ1）を含む

2
0
1
4
年
度

学
位
記
授
与
式
を
挙
行

2
0
1
5
年
3
月
21
日（
土
）名
古
屋
国
際
会
議
場

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
ー
ル
に
て
2
0
1
4
年
度
学
位
記
授
与

式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。式
で
は
讃
美
歌
が
歌
わ
れ
、髙

見
伊
三
男
宗
教
部
長
に
よ
る
聖
書
朗
読
の
後
、木
船
久

雄
学
長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
同
日
、在
学
中
の
4
年
間
を
通
し
て
、学
業
や
課

外
活
動
、地
域
社
会
で
の
奉
仕
活
動
に
お
い
て
特
に
優
秀

な
成
績
・
成
果
を
修
め
た
学
生
を
表
彰
す
る
学
長
表
彰

式
を
行
い
、木
船
学
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

新
入
生
を
迎
え
、総
勢
５
７
３
２
名
で

2
0
1
5
年
度
ス
タ
ー
ト
。

２
０
１
５
年
度
は
新
た
に
学
部
生
１
５
０
０
名
、大

学
院
生
６
６
名
、留
学
生
別
科
性
１
１
名
の
新
入
学
生

を
迎
え
、学
部
学
生
数
５
５
６
０
名（
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ

ス
＝
４
５
７
０
名
、瀬
戸
キ
ャ
ン
パ
ス
＝
９
９
０
名
）、大

学
院
生
数
１
４
８
名
、留
学
生
別
科
生
２
４
名
の
総
勢

５
７
３
２
名
で
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

経済学部 （3名）

経済学科 松永将嗣
 村瀬伊織
政策学科 群山怜巳

商学部 （3名）

商学科 小寺諒太
 柳いつき
経営情報学科 菊川正人

スポーツ健康学部 （1名）

スポーツ健康学科 橋口孝太

リハビリテーション学部 （1名）

理学療法学科 栗田有理子

外国語学部 （3名）

英米語学科 小栗海渡
中国語コミュニケーション学科 手塚千晶
国際文化協力学科 井田千尋

表彰された皆さん
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27.4.23
小池

27.5.1
太田あ

27.5.9
佐々木

27.5.14
秋山

学
生
と
地
域
、行
政
が
連
携
し
た
地
域
活
性

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。学
生
な
ら
で
は
の
視
点

で
熱
田
の
魅
力
を
調
査
・
発
信
す
る
た
め
に
熱
田

の
白
鳥
古
墳
や
あ
つ
た
蓬
莱
軒
な
ど
の
地
域
資

源
を
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
化
し
、そ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
ニ
コ
ニ
コ
生
放
送
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
で
情
報

発
信
し
て
い
ま
す
。

interview

活躍する
NGU生

商学部
商学科3年

阿部 汐里さん
 あ べ しお り

普通では経験できない活動だからこそ
得られる強みを見つけたい

「　　　　　　　
 」

2
年
生
か
ら
学
部
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に

参
加
し
p
r
o
j
e
c
t
7
5
8
に

取
り
組
ん
で
き
た
と
の
こ
と
で
す
が
、

ど
の
よ
う
な
活
動
で
す
か
？

そ
の
取
り
組
み
を
通
し
て

感
じ
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

3
年
生
に
な
り
ゼ
ミ
が
本
格
的
に

は
じ
ま
り
ま
す
が
、ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
か
？

ゼ
ミ
で
の
学
び
を
今
後
ど
の
よ
う
に

活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
か
？

そ
の
取
り
組
み
に
ど
の
よ
う
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
か
？

二
年
生
の
後
半
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
、

ニ
コ
ニ
コ
生
放
送
に
は
事
前
準
備
か
ら
携
わ
り
、

キ
ャ
ス
ト
と
し
て
も
出
演
し
ま
し
た
。キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
構
成
、生
放
送
の
準
備
、実

際
の
放
送
も
学
生
が
主
体
と
な
っ
て
活
動
し
て
い

る
の
で
、毎
回
先
輩
方
の
姿
を
見
て
刺
激
を
受
け

ま
し
た
。

ニ
コ
ニ
コ
生
放
送
は
大
学
の
教
室
を
セ
ッ
テ
ィ

ン
グ
し
放
送
し
た
り
、地
域
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
も

な
っ
て
い
る
白
鳥
庭
園
か
ら
だ
っ
た
り
と
、そ
の

都
度
雰
囲
気
が
変
わ
り
ま
す
。そ
の
た
め
事
前

準
備
は
毎
回
念
入
り
に
行
い
ま
す
が
、本
番
は

生
放
送
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
の
時
の
対
応
力
や一

人
ひ
と
り
の
責
任
感
が
こ
の
活
動
を
通
し
て
身

に
つ
き
ま
し
た
。そ
し
て
公
開
生
放
送
の
時
に

は
、全
国
各
地
か
ら
お
客
さ
ん
が
来
る
と
い
う
こ

と
で
、人
の
導
線
や
、本
人
確
認
な
ど
イ
ベ
ン
ト

運
営
の
大
変
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

所
属
し
て
い
る
伊
藤
ゼ
ミ
で

は
p
r
o
j
e
c
t
7
5
8
以
外

に
も
、I
T
講
習
会
、わ
く
わ
く

親
子
夏
ま
つ
り
、ツ
イ
ッ
タ
ー

防
災
訓
練
な
ど
地
域
に
住
ん
で

い
る
幅
広
い
年
齢
の
方
と
関
わ

る
活
動
で
地
域
活
性
化
を
行
っ

て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
、違
っ
た
視
点
か
ら
物
事
を

見
る
と
い
っ
た
ス
キ
ル
向
上
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。そ
し
て
、副
ゼ
ミ
長
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
た
の
で
、副
ゼ
ミ
長
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
、私
に
し
か
で
き
な
い
強
み
と
な
る
よ
う

な
武
器
を
見
つ
け
ゼ
ミ
活
動
に
貢
献
し
、自
分
の

力
を
伸
ば
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

す
で
に
C
O
C
学
内
発
表
や
、岐
阜
大
学

C
O
C
発
表
で
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
と
し
て
登
壇
し

ま
し
た
が
、人
前
で
発
表
す
る
経
験
は
社
会
に
出

て
か
ら
も
自
分
の
プ
ラ
ス
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

伊
藤
ゼ
ミ
は
、普
通
で
は
経
験
で
き
な
い
よ
う
な

活
動
を
し
て
い
る
の
で
、ゼ
ミ
の
貴
重
な
体
験
を

通
し
て
多
く
の
こ
と
を
学
び
、吸
収
し
て
い
き
た

い
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。2014年度もさまざまなクラブが活躍し、下記のとおり優秀な成績を収めました。

今年度、各クラブの大会出場予定は随時ＨＰにアップしていきます。

男子
バスケットボール部 東海学生バスケットボール選手権大会 団体3位

東海学生バスケットボール選手権大会
《個人賞》優秀選手賞

準硬式野球部

平成26年度春季リーグ戦
1位（2部優勝）

第21回フレンドシップ準硬式野球トーナメント大会
東海選抜選手（2名）

第32回全日本大学9ブロック対抗準硬式野球大会
東海選抜選手（1名）

女子
バレーボール部

女子
バスケットボール部

東海大学男女バレーボールリーグ戦 春季大会 1位・1部昇格
第15回西日本大学バレーボール5学連女子選抜対抗戦
東海選抜選手（1名）

日本拳法部 第54回中部日本学生拳法選手権大会
個人男子 優勝（全国大会出場決定）

ラグビー部
東海学生ラグビーリーグ
A2部リーグ 2位

少林寺拳法部
第48回少林寺拳法全日本学生大会

（全日本学生少林寺拳法連盟）
男子運用法の部 優秀賞 2位（2名）
女子立会評価法軽量級の部 5位

ボクシング部 平成26年度中部学生トーナメント
フライ級 準優勝、バンタム級 優勝

馬術部

第48回中部学生自馬競技会
中障害飛越競技 団体2位、三種目総合成績 団体2位
中障害飛越競技 2位、総合馬術競技 2位
愛知学生馬術大会
馬場馬術競技Ｌ1課目 1位、馬場馬術競技Ｌ2課目 1位
障害飛越競技110 1位

 主なクラブ活動実績
2014年

度
2015年度も個人競技・

団体競技ともにさらなる活躍を
期待しています!

新入生オリエンテーション風景

4月4日（土）に各学部で新入生オリエンテーションを実施しました。
友人や教員らとの交流を深めるきっかけとなり、大学の雰囲気に早く慣れ、充実した

学生生活を送ることができるよう毎年行われています。今年度もウォークラリーや
フィールドワークなど各学部趣向をこらしたオリエンテーションとなりました。

基礎セミナー活動発表会経済学部 クラス対抗ウォークラリー
（熱田区内散策）

現代社会
学部 フィールドワーク

（リトルワールド）
商学部

フィールドワーク
（宝探し in モリコロパーク）

法学部 フィールドワーク
（名古屋港水族館）

外国語学部

フィールドワーク
（名古屋市近郊）

国際文化
学部 スポーツ交流会

スポーツ
健康学部 フィールドワーク

（瀬戸市探訪）

リハビリ
テーション

学部
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27.4.23
小池

27.5.1
太田あ

27.5.9
佐々木

27.5.14
秋山

学
生
と
地
域
、行
政
が
連
携
し
た
地
域
活
性

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。学
生
な
ら
で
は
の
視
点

で
熱
田
の
魅
力
を
調
査
・
発
信
す
る
た
め
に
熱
田

の
白
鳥
古
墳
や
あ
つ
た
蓬
莱
軒
な
ど
の
地
域
資

源
を
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
化
し
、そ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
ニ
コ
ニ
コ
生
放
送
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
で
情
報

発
信
し
て
い
ま
す
。

interview

活躍する
NGU生

商学部
商学科3年

阿部 汐里さん
 あ べ しお り

普通では経験できない活動だからこそ
得られる強みを見つけたい

「　　　　　　　
 」

2
年
生
か
ら
学
部
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に

参
加
し
p
r
o
j
e
c
t
7
5
8
に

取
り
組
ん
で
き
た
と
の
こ
と
で
す
が
、

ど
の
よ
う
な
活
動
で
す
か
？

そ
の
取
り
組
み
を
通
し
て

感
じ
た
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

3
年
生
に
な
り
ゼ
ミ
が
本
格
的
に

は
じ
ま
り
ま
す
が
、ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
か
？

ゼ
ミ
で
の
学
び
を
今
後
ど
の
よ
う
に

活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
か
？

そ
の
取
り
組
み
に
ど
の
よ
う
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
か
？

二
年
生
の
後
半
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
、

ニ
コ
ニ
コ
生
放
送
に
は
事
前
準
備
か
ら
携
わ
り
、

キ
ャ
ス
ト
と
し
て
も
出
演
し
ま
し
た
。キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
構
成
、生
放
送
の
準
備
、実

際
の
放
送
も
学
生
が
主
体
と
な
っ
て
活
動
し
て
い

る
の
で
、毎
回
先
輩
方
の
姿
を
見
て
刺
激
を
受
け

ま
し
た
。

ニ
コ
ニ
コ
生
放
送
は
大
学
の
教
室
を
セ
ッ
テ
ィ

ン
グ
し
放
送
し
た
り
、地
域
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
も

な
っ
て
い
る
白
鳥
庭
園
か
ら
だ
っ
た
り
と
、そ
の

都
度
雰
囲
気
が
変
わ
り
ま
す
。そ
の
た
め
事
前

準
備
は
毎
回
念
入
り
に
行
い
ま
す
が
、本
番
は

生
放
送
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
の
時
の
対
応
力
や一

人
ひ
と
り
の
責
任
感
が
こ
の
活
動
を
通
し
て
身

に
つ
き
ま
し
た
。そ
し
て
公
開
生
放
送
の
時
に

は
、全
国
各
地
か
ら
お
客
さ
ん
が
来
る
と
い
う
こ

と
で
、人
の
導
線
や
、本
人
確
認
な
ど
イ
ベ
ン
ト

運
営
の
大
変
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

所
属
し
て
い
る
伊
藤
ゼ
ミ
で

は
p
r
o
j
e
c
t
7
5
8
以
外

に
も
、I
T
講
習
会
、わ
く
わ
く

親
子
夏
ま
つ
り
、ツ
イ
ッ
タ
ー

防
災
訓
練
な
ど
地
域
に
住
ん
で

い
る
幅
広
い
年
齢
の
方
と
関
わ

る
活
動
で
地
域
活
性
化
を
行
っ

て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
、違
っ
た
視
点
か
ら
物
事
を

見
る
と
い
っ
た
ス
キ
ル
向
上
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。そ
し
て
、副
ゼ
ミ
長
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
た
の
で
、副
ゼ
ミ
長
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
、私
に
し
か
で
き
な
い
強
み
と
な
る
よ
う

な
武
器
を
見
つ
け
ゼ
ミ
活
動
に
貢
献
し
、自
分
の

力
を
伸
ば
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

す
で
に
C
O
C
学
内
発
表
や
、岐
阜
大
学

C
O
C
発
表
で
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
と
し
て
登
壇
し

ま
し
た
が
、人
前
で
発
表
す
る
経
験
は
社
会
に
出

て
か
ら
も
自
分
の
プ
ラ
ス
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

伊
藤
ゼ
ミ
は
、普
通
で
は
経
験
で
き
な
い
よ
う
な

活
動
を
し
て
い
る
の
で
、ゼ
ミ
の
貴
重
な
体
験
を

通
し
て
多
く
の
こ
と
を
学
び
、吸
収
し
て
い
き
た

い
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。2014年度もさまざまなクラブが活躍し、下記のとおり優秀な成績を収めました。

今年度、各クラブの大会出場予定は随時ＨＰにアップしていきます。

男子
バスケットボール部 東海学生バスケットボール選手権大会 団体3位

東海学生バスケットボール選手権大会
《個人賞》優秀選手賞

準硬式野球部

平成26年度春季リーグ戦
1位（2部優勝）

第21回フレンドシップ準硬式野球トーナメント大会
東海選抜選手（2名）

第32回全日本大学9ブロック対抗準硬式野球大会
東海選抜選手（1名）

女子
バレーボール部

女子
バスケットボール部

東海大学男女バレーボールリーグ戦 春季大会 1位・1部昇格
第15回西日本大学バレーボール5学連女子選抜対抗戦
東海選抜選手（1名）

日本拳法部 第54回中部日本学生拳法選手権大会
個人男子 優勝（全国大会出場決定）

ラグビー部
東海学生ラグビーリーグ
A2部リーグ 2位

少林寺拳法部
第48回少林寺拳法全日本学生大会

（全日本学生少林寺拳法連盟）
男子運用法の部 優秀賞 2位（2名）
女子立会評価法軽量級の部 5位

ボクシング部 平成26年度中部学生トーナメント
フライ級 準優勝、バンタム級 優勝

馬術部

第48回中部学生自馬競技会
中障害飛越競技 団体2位、三種目総合成績 団体2位
中障害飛越競技 2位、総合馬術競技 2位
愛知学生馬術大会
馬場馬術競技Ｌ1課目 1位、馬場馬術競技Ｌ2課目 1位
障害飛越競技110 1位

 主なクラブ活動実績
2014年

度
2015年度も個人競技・

団体競技ともにさらなる活躍を
期待しています!

新入生オリエンテーション風景

4月4日（土）に各学部で新入生オリエンテーションを実施しました。
友人や教員らとの交流を深めるきっかけとなり、大学の雰囲気に早く慣れ、充実した

学生生活を送ることができるよう毎年行われています。今年度もウォークラリーや
フィールドワークなど各学部趣向をこらしたオリエンテーションとなりました。

基礎セミナー活動発表会経済学部 クラス対抗ウォークラリー
（熱田区内散策）

現代社会
学部 フィールドワーク

（リトルワールド）
商学部

フィールドワーク
（宝探し in モリコロパーク）

法学部 フィールドワーク
（名古屋港水族館）

外国語学部

フィールドワーク
（名古屋市近郊）

国際文化
学部 スポーツ交流会

スポーツ
健康学部 フィールドワーク

（瀬戸市探訪）

リハビリ
テーション

学部
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27.4.21
田畑

27.4.22
田畑

27.4.25
太田あ

27.5.9
太田あ

27.5.9
佐々木

【
審
査
委
員
】

委
員
長
　赤
澤
清
孝
氏（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ユ
ー
ス
ビ
ジ
ョン
代
表
）

委
　員
　松
井
明
子
氏（
名
古
屋
市
熱
田
区 

区
民
生
活
部 

部
長
）

委
　員
　児
島
完
二（
本
学
経
済
学
部
教
授
）

【
大
学
実
行
委
員
長
】

山
下
匡
将（
現 

本
学
現
代
社
会
学
部
講
師
）

【
受
賞
チ
ー
ム
・
発
表
タ
イ
ト
ル
】

〈
最
優
秀
賞
〉

地
域
活
性
化
支
援
組
織
L
i
N
K
S

（
担
当：現 

商
学
部
伊
藤
昭
浩
教
授
）

「
S
N
S
を
活
用
し
た
減
災
ま
ち
づ
く
り

〜
大
学
生
が
進
め
る
減
災
ま
ち
づ
く
り
〜
」

〈
優
秀
賞
〜
歴
史
観
光
ま
ち
づ
く
り
部
門
〉

経
済
学
部
井
澤
ゼ
ミ

（
担
当：現 

現
代
社
会
学
部
井
澤
知
旦
教
授
）

「
名
古
屋
市
西
区
明
道
町
の
お
菓
子
産
業
の
観
光
を
考
え
る

〜
若
者
が
起
こ
す
新
し
い
風
〜
」

〈
優
秀
賞
〜
地
域
商
業
ま
ち
づ
く
り
部
門
〜
〉

名
古
屋
学
院
大
学
み
つ
ば
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
担
当：現 

現
代
社
会
学
部
水
野
晶
夫
教
授
）

「
都
市
養
蜂
に
よ
る
地
域
生
態
系
の
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
践

〈
優
秀
賞
〜
減
災
福
祉
ま
ち
づ
く
り
部
門
〜
〉

C
o
n
n
e
c
t
i
o
n 

O
f 

C
o
m
m
u
n
i
t
y

（
担
当：現 

現
代
社
会
学
部
山
下
匡
将
講
師
）

「
熱
田
区
孤
立
を
生
ま
な
い
地
域
づ
く
り
事
業
」

〈
審
査
員
特
別
賞
〉

P
E
P（
担
当：現 

商
学
部
伊
藤
昭
浩
教
授
）

「
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

  

〜
大
学
生
が
進
め
る
に
ぎ
わ
い
街
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
」

経済
現代社会
商

経営情報
法
英米語
国際文化
国際協力
スポーツ健康
こどもスポーツ教育
理学療法

経済
現代社会

商

法
外国語

国際文化

スポーツ健康

リハビリテーション

※現代社会学科の昨年度数は総合政策学科、国際文化・国際協力学科は各中国コミュニケーション・国際文化協力学科の数

学　部

総　計

学　科
全体

志願者

女子
2014

全体 女子
2015

全体

合格者

女子
2014

全体 女子
2015

全体

入学者

女子
2014

全体 女子
2015

 1,573 175 1,626 185 1,003 134 1032 130 312 26 322 32
 778 125 542 140 541 83 446 122 122 16 121 23
 873 227 865 238 561 150 553 171 236 65 234 61
 389 105 495 116 287 81 351 84 84 23 109 16
 872 110 835 150 628 87 632 124 152 19 171 26
 955 516 748 435 485 282 481 286 179 105 159 87
 98 58 440 299 81 51 340 237 23 11 93 61
 238 145 161 99 176 111 125 76 56 37 43 29
 718 152 694 142 303 67 382 88 166 31 151 31
 ―   ―   91 36 ―   ―   76 34 ―   ―   12 6
 769 216 564 175 199 70 230 84 95 28 85 28
 7,263 1,829 7,061 2,015 4,264 1,116 4,648 1,436 1,425 361 1,500 400

2015年度オープンキャンパス日程
名古屋キャンパス（全学部対象）

瀬戸キャンパス（スポーツ健康・リハビリテーション学部対象）

7月19日（日）、7月25日（土） 
10：00～16：00

8月9日（日）
10：00～14：30

2015年度入試結果と　
2016年度入試に向けて

※その他、センタープラス入試、センター試験利用入試（前期・中期・後期）、
　特別入試、編入学試験を実施します（詳細は、入試ガイドをご覧ください）

10月3日（土）

11月8日（日）

11月7日（土）
8日（日）

11月7日（土）

11月7日（土）

12月12日（土）

12月12日（土）
（奨学生候補者面接）
12月24日（木）

12月12日（土）

12月12日（土）

1月30日（土）
1月31日（日）
2月1日（月）

2月25日（木）

2月25日（木）

2月25日（木）

3月14日（月）

●  AO入試
●  指定校推薦入試

●  一般推薦入試 （前期）

●  指定種目スポーツ推薦入試 （前期）
●  スポーツ・文化系活動推薦入試（前期）
●  一般推薦入試 （後期）

●  特別奨学生入試

●  指定種目スポーツ推薦入試（中期）
●  スポーツ・文化系活動推薦入試（中期）

●  一般入試 （前期）

●  一般入試 （中期）
●  指定種目スポーツ推薦入試（後期）
●  スポーツ・文化系活動推薦入試（後期）
●  一般入試（後期）

試験日 試験区分

2
0
1
5
年
度
入
試
は
、大
学
創

立
50
周
年
と
し
て
現
代
社
会
学
部
、

国
際
文
化
学
部
、こ
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
教

育
学
科（
小
学
校
・
幼
稚
園
教
諭
育

成
）を
開
設
し
、8
学
部
11
学
科
体
制

で
挑
ん
だ
入
試
で
し
た
。総
志
願
者
数

は
7
0
6
1
名
と
な
り
前
年
度
よ
り

2.8
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
が
、名
古
屋

キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
後
か
ら
比
較
す
る
と

78.6
％
の
志
願
者
増
と
な
っ
て
お
り
着
実

に
大
学
の
発
展
が
み
ら
れ
ま
す（
こ
の

間
の
18
歳
人
口
は
7.7
％
の
減
少
）

ま
た
、
入
学
者
に
つ
い
て
は
、

1
5
0
0
名
と
な
り
入
学
定
員
の

1.08

倍
と
い
う
多
く
の
新
入
生
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た（
下
表
参
照
）。

次
に
2
0
1
6
年
度
入
試
の
ト

ピ
ッ
ク
ス
を
3
点
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
2
0
1
5
年
度
入
試
で
は
、特
別

奨
学
生
入
試
、 一 

般
入
試
、セ
ン

タ
ー
試
験
利
用
入
試
を
1
0
0
％

ネ
ッ
ト
出
願
と
し
問
題
な
く
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
こ
で

2
0
1
6
年
度
入
試
よ
り
A
O
入

試
、推
薦
入
試
を
含
め
す
べ
て
の
入

試
で
1
0
0
％
ネ
ッ
ト
出
願
と
し
ま

す（
1
部
実
施
し
な
い
入
試
が
あ
り

ま
す
の
で
入
試
ガ
イ
ド
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
）。ネ
ッ
ト
出
願
に
よ
り
、受

験
生
の
方
に
は
願
書
の
請
求
が
不

要
で
24
時
間
出
願
が
可
能
と
な
り
、

入
学
検
定
料
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。

②
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ス
入
試
を
新
設
し
ま

す
。こ
の
入
試
は 

一 

般
入
試（
前
期
）

の
1
科
目
と
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

試
験
の
2
科
目
、計
3
科
目
の

3
0
0
点
満
点
で
判
定
し
ま
す
。

3
0
0
点
満
点
中
2
0
0
点
を
得

意
科
目
で
判
定
す
る
こ
と
が
で
き
、

得
意
科
目
を
大
き
く
活
か
せ
る
入

試
と
な
り
ま
す
。

③
ス
ポ
ー
ツ・文
化
系
活
動
推
薦
入
試

を
新
設
し
ま
す
。こ
の
入
試
で
は
、

在
学
中
に
同一の
ク
ラ
ブ（
運
動
部
・

文
化
部
）に
2
年
間
以
上
所
属
し
て

い
る
方（
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
可
能
）ま

た
は
、在
学
中
に
文
化・芸
術
活
動
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
社
会
活
動
に

お
い
て
顕
著
な
実
績
を
収
め
た
方

を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

な
お
、2
0
1
6
年
度
入
試
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、入
試
ガ
イ
ド
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

本
学
で
は
、こ
れ
か
ら
も
次
代
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
学
部
・
学
科
を
再
編

し
、充
実
し
た
教
育
環
境
を
整
え
て
い

き
ま
す
。ま
た
、下
記
日
程
の
と
お
り

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

模
擬
講
義
や
学
部
・
学
科
紹
介
、入
試

説
明
会
、小
論
文
対
策
講
座
な
ど
を

開
催
す
る
予
定
で
す
の
で
、ぜ
ひ
、ご
家

族・ご
友
人
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

2016年度入試日程 人（女子は内数）
2015年度入試結果
（各入試区分を合算）

2
0
1
4
年
度

C
O
C
学
生
活
動
報
告
会
を
開
催

地（知）の拠点
整備事業だより
（大学ＣＯＣ事業）

歴史観光
まちづくり

歴史を継承し
観光を育む

減災福祉
まちづくり

暮らしの基盤を
底上げする

名古屋
学院大学

地域の活力を
牽引する

地域商業
まちづくり

名古屋国際会議場に
COCブースを開設しました

名古屋国際会議場の1号館2階センチュリーホール
横の展示スペースに「COCラウンジ」が開設されてい
ます。在学生が中心となって活動しているCOC事業
に関する取組を紹介しています。
学生の学びの場、COC事業情報発信の場、そして
地域住民の交流の場
としてのラウンジです。
お近くにお越しの際
はぜひお立ち寄りく
ださい。

2
0
1
3
年
、本
学
の
取
組
み
が
文
部

科
学
省「
地（
知
）の
拠
点
整
備
事
業
」

（
大
学
C
O
C
事
業
）に
採
択
さ
れ
ま
し

た
。こ
れ
は
、地
域
の
課
題
解
決
に
向
け

て
自
治
体
等
と
連
携
し
な
が
ら「
地
域
再

生
の
核
と
な
る
大
学
」を
文
部
科
学
省
が

バッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
事
業
で
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
の
立
地
す
る
名
古
屋
市・瀬

戸
市
と
連
携
し
て「
地
域
商
業
」「
歴
史

観
光
」「
減
災
福
祉
」の
３
つ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
か
ら
地
域
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

2
月
4
日（
水
）、本
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
白
鳥
学
舎
ク
ラ

イ
ン
ホ
ー
ル
に
て「
2
0
1
4
年
度
C
O
C
学
生
活
動
報
告

会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
報
告
会
に
は
、地
域
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
学
生（
5

学
部
16
チ
ー
ム
）が
参
加
し
、本
学
学
生
や
教
職
員
、一
般
の
参

観
者
1
6
5
名
の
前
で
そ
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

1
チ
ー
ム
に
つ
き
わ
ず
か
7
分
と
い
う
短
い
時
間
の
中
で
、自

分
達
の
成
果
を
会
場
に
伝
え
よ
う
と
す
る
工
夫
と
熱
い
想
い
が

伺
え
ま
し
た
。

発
表
後
に
は
、経
済
学
部
田
中
智
麻
講
師
に
よ
る
C
O
C
活

動
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
地
域
課
題
を
解
決

す
る
大
学
の
教
育
研
究
活
動

と
題
し
た
講
演
で
は
、特
定

非
営
利
活
動
法
人
ユ
ー
ス
ビ

ジ
ョ
ン
代
表
の
赤
澤
清
孝
氏

か
ら
豊
富
な
経
験
に
基
づ
い
た
お
話
と
、「
地
域
の
一
員
と
し
て

溶
け
込
み
、脱
学
生
を
目

指
し
若
さ
を
活
か
し
た
地

域
貢
献
を
し
て
ほ
し
い
」

と
の
エ
ー
ル
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

C
O
C
の
取
組
を
学
生

同
士
が
共
有
し
、地
域
に

発
信
す
る
、情
熱
あ
ふ
れ
た

報
告
会
と
な
り
ま
し
た
。 
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27.4.21
田畑

27.4.22
田畑

27.4.25
太田あ

27.5.9
太田あ

27.5.9
佐々木

27.5.14
秋山

27.5.14
佐々木

【
審
査
委
員
】

委
員
長
　赤
澤
清
孝
氏（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ユ
ー
ス
ビ
ジ
ョン
代
表
）

委
　員
　松
井
明
子
氏（
名
古
屋
市
熱
田
区 

区
民
生
活
部 

部
長
）

委
　員
　児
島
完
二（
本
学
経
済
学
部
教
授
）

【
大
学
実
行
委
員
長
】

山
下
匡
将（
現 

本
学
現
代
社
会
学
部
講
師
）

【
受
賞
チ
ー
ム
・
発
表
タ
イ
ト
ル
】

〈
最
優
秀
賞
〉

地
域
活
性
化
支
援
組
織
L
i
N
K
S

（
担
当：現 

商
学
部
伊
藤
昭
浩
教
授
）

「
S
N
S
を
活
用
し
た
減
災
ま
ち
づ
く
り

〜
大
学
生
が
進
め
る
減
災
ま
ち
づ
く
り
〜
」

〈
優
秀
賞
〜
歴
史
観
光
ま
ち
づ
く
り
部
門
〉

経
済
学
部
井
澤
ゼ
ミ

（
担
当：現 

現
代
社
会
学
部
井
澤
知
旦
教
授
）

「
名
古
屋
市
西
区
明
道
町
の
お
菓
子
産
業
の
観
光
を
考
え
る

〜
若
者
が
起
こ
す
新
し
い
風
〜
」

〈
優
秀
賞
〜
地
域
商
業
ま
ち
づ
く
り
部
門
〜
〉

名
古
屋
学
院
大
学
み
つ
ば
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
担
当：現 

現
代
社
会
学
部
水
野
晶
夫
教
授
）

「
都
市
養
蜂
に
よ
る
地
域
生
態
系
の
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
践

〈
優
秀
賞
〜
減
災
福
祉
ま
ち
づ
く
り
部
門
〜
〉

C
o
n
n
e
c
t
i
o
n 

O
f 

C
o
m
m
u
n
i
t
y

（
担
当：現 

現
代
社
会
学
部
山
下
匡
将
講
師
）

「
熱
田
区
孤
立
を
生
ま
な
い
地
域
づ
く
り
事
業
」

〈
審
査
員
特
別
賞
〉

P
E
P（
担
当：現 

商
学
部
伊
藤
昭
浩
教
授
）

「
コ
ン
テ
ン
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

  

〜
大
学
生
が
進
め
る
に
ぎ
わ
い
街
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
」

経済
現代社会
商

経営情報
法
英米語
国際文化
国際協力
スポーツ健康
こどもスポーツ教育
理学療法

経済
現代社会

商

法
外国語

国際文化

スポーツ健康

リハビリテーション

※現代社会学科の昨年度数は総合政策学科、国際文化・国際協力学科は各中国コミュニケーション・国際文化協力学科の数

学　部

総　計

学　科
全体

志願者

女子
2014

全体 女子
2015

全体

合格者

女子
2014

全体 女子
2015

全体

入学者

女子
2014

全体 女子
2015

 1,573 175 1,626 185 1,003 134 1032 130 312 26 322 32
 778 125 542 140 541 83 446 122 122 16 121 23
 873 227 865 238 561 150 553 171 236 65 234 61
 389 105 495 116 287 81 351 84 84 23 109 16
 872 110 835 150 628 87 632 124 152 19 171 26
 955 516 748 435 485 282 481 286 179 105 159 87
 98 58 440 299 81 51 340 237 23 11 93 61
 238 145 161 99 176 111 125 76 56 37 43 29
 718 152 694 142 303 67 382 88 166 31 151 31
 ―   ―   91 36 ―   ―   76 34 ―   ―   12 6
 769 216 564 175 199 70 230 84 95 28 85 28
 7,263 1,829 7,061 2,015 4,264 1,116 4,648 1,436 1,425 361 1,500 400

2015年度オープンキャンパス日程
名古屋キャンパス（全学部対象）

瀬戸キャンパス（スポーツ健康・リハビリテーション学部対象）

7月19日（日）、7月25日（土） 
10：00～16：00

8月9日（日）
10：00～14：30

2015年度入試結果と　
2016年度入試に向けて

※その他、センタープラス入試、センター試験利用入試（前期・中期・後期）、
　特別入試、編入学試験を実施します（詳細は、入試ガイドをご覧ください）

10月3日（土）

11月8日（日）

11月7日（土）
8日（日）

11月7日（土）

11月7日（土）

12月12日（土）

12月12日（土）
（奨学生候補者面接）
12月24日（木）

12月12日（土）

12月12日（土）

1月30日（土）
1月31日（日）
2月1日（月）

2月25日（木）

2月25日（木）

2月25日（木）

3月14日（月）

●  AO入試
●  指定校推薦入試

●  一般推薦入試 （前期）

●  指定種目スポーツ推薦入試 （前期）
●  スポーツ・文化系活動推薦入試（前期）
●  一般推薦入試 （後期）

●  特別奨学生入試

●  指定種目スポーツ推薦入試（中期）
●  スポーツ・文化系活動推薦入試（中期）

●  一般入試 （前期）

●  一般入試 （中期）
●  指定種目スポーツ推薦入試（後期）
●  スポーツ・文化系活動推薦入試（後期）
●  一般入試（後期）

試験日 試験区分

2
0
1
5
年
度
入
試
は
、大
学
創

立
50
周
年
と
し
て
現
代
社
会
学
部
、

国
際
文
化
学
部
、こ
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
教

育
学
科（
小
学
校
・
幼
稚
園
教
諭
育

成
）を
開
設
し
、8
学
部
11
学
科
体
制

で
挑
ん
だ
入
試
で
し
た
。総
志
願
者
数

は
7
0
6
1
名
と
な
り
前
年
度
よ
り

2.8
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
が
、名
古
屋

キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
後
か
ら
比
較
す
る
と

78.6
％
の
志
願
者
増
と
な
っ
て
お
り
着
実

に
大
学
の
発
展
が
み
ら
れ
ま
す（
こ
の

間
の
18
歳
人
口
は
7.7
％
の
減
少
）

ま
た
、
入
学
者
に
つ
い
て
は
、

1
5
0
0
名
と
な
り
入
学
定
員
の

1.08

倍
と
い
う
多
く
の
新
入
生
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た（
下
表
参
照
）。

次
に
2
0
1
6
年
度
入
試
の
ト

ピ
ッ
ク
ス
を
3
点
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
2
0
1
5
年
度
入
試
で
は
、特
別

奨
学
生
入
試
、 一 

般
入
試
、セ
ン

タ
ー
試
験
利
用
入
試
を
1
0
0
％

ネ
ッ
ト
出
願
と
し
問
題
な
く
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
こ
で

2
0
1
6
年
度
入
試
よ
り
A
O
入

試
、推
薦
入
試
を
含
め
す
べ
て
の
入

試
で
1
0
0
％
ネ
ッ
ト
出
願
と
し
ま

す（
1
部
実
施
し
な
い
入
試
が
あ
り

ま
す
の
で
入
試
ガ
イ
ド
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
）。ネ
ッ
ト
出
願
に
よ
り
、受

験
生
の
方
に
は
願
書
の
請
求
が
不

要
で
24
時
間
出
願
が
可
能
と
な
り
、

入
学
検
定
料
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。

②
セ
ン
タ
ー
プ
ラ
ス
入
試
を
新
設
し
ま

す
。こ
の
入
試
は 

一 

般
入
試（
前
期
）

の
1
科
目
と
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

試
験
の
2
科
目
、計
3
科
目
の

3
0
0
点
満
点
で
判
定
し
ま
す
。

3
0
0
点
満
点
中
2
0
0
点
を
得

意
科
目
で
判
定
す
る
こ
と
が
で
き
、

得
意
科
目
を
大
き
く
活
か
せ
る
入

試
と
な
り
ま
す
。

③
ス
ポ
ー
ツ・文
化
系
活
動
推
薦
入
試

を
新
設
し
ま
す
。こ
の
入
試
で
は
、

在
学
中
に
同一の
ク
ラ
ブ（
運
動
部
・

文
化
部
）に
2
年
間
以
上
所
属
し
て

い
る
方（
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
可
能
）ま

た
は
、在
学
中
に
文
化・芸
術
活
動
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
社
会
活
動
に

お
い
て
顕
著
な
実
績
を
収
め
た
方

を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

な
お
、2
0
1
6
年
度
入
試
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、入
試
ガ
イ
ド
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

本
学
で
は
、こ
れ
か
ら
も
次
代
の

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
学
部
・
学
科
を
再
編

し
、充
実
し
た
教
育
環
境
を
整
え
て
い

き
ま
す
。ま
た
、下
記
日
程
の
と
お
り

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

模
擬
講
義
や
学
部
・
学
科
紹
介
、入
試

説
明
会
、小
論
文
対
策
講
座
な
ど
を

開
催
す
る
予
定
で
す
の
で
、ぜ
ひ
、ご
家

族・ご
友
人
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

2016年度入試日程 人（女子は内数）
2015年度入試結果
（各入試区分を合算）

2
0
1
4
年
度

C
O
C
学
生
活
動
報
告
会
を
開
催

地（知）の拠点
整備事業だより
（大学ＣＯＣ事業）

歴史観光
まちづくり

歴史を継承し
観光を育む

減災福祉
まちづくり

暮らしの基盤を
底上げする

名古屋
学院大学

地域の活力を
牽引する

地域商業
まちづくり

名古屋国際会議場に
COCブースを開設しました

名古屋国際会議場の1号館2階センチュリーホール
横の展示スペースに「COCラウンジ」が開設されてい
ます。在学生が中心となって活動しているCOC事業
に関する取組を紹介しています。
学生の学びの場、COC事業情報発信の場、そして
地域住民の交流の場
としてのラウンジです。
お近くにお越しの際
はぜひお立ち寄りく
ださい。

2
0
1
3
年
、本
学
の
取
組
み
が
文
部

科
学
省「
地（
知
）の
拠
点
整
備
事
業
」

（
大
学
C
O
C
事
業
）に
採
択
さ
れ
ま
し

た
。こ
れ
は
、地
域
の
課
題
解
決
に
向
け

て
自
治
体
等
と
連
携
し
な
が
ら「
地
域
再

生
の
核
と
な
る
大
学
」を
文
部
科
学
省
が

バッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
事
業
で
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
の
立
地
す
る
名
古
屋
市・瀬

戸
市
と
連
携
し
て「
地
域
商
業
」「
歴
史

観
光
」「
減
災
福
祉
」の
３
つ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
か
ら
地
域
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

2
月
4
日（
水
）、本
学
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
白
鳥
学
舎
ク
ラ

イ
ン
ホ
ー
ル
に
て「
2
0
1
4
年
度
C
O
C
学
生
活
動
報
告

会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
報
告
会
に
は
、地
域
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む
学
生（
5

学
部
16
チ
ー
ム
）が
参
加
し
、本
学
学
生
や
教
職
員
、一
般
の
参

観
者
1
6
5
名
の
前
で
そ
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

1
チ
ー
ム
に
つ
き
わ
ず
か
7
分
と
い
う
短
い
時
間
の
中
で
、自

分
達
の
成
果
を
会
場
に
伝
え
よ
う
と
す
る
工
夫
と
熱
い
想
い
が

伺
え
ま
し
た
。

発
表
後
に
は
、経
済
学
部
田
中
智
麻
講
師
に
よ
る
C
O
C
活

動
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
地
域
課
題
を
解
決
す

る
大
学
の
教
育
研
究
活
動
」

と
題
し
た
講
演
で
は
、特
定

非
営
利
活
動
法
人
ユ
ー
ス
ビ

ジ
ョ
ン
代
表
の
赤
澤
清
孝
氏

か
ら
豊
富
な
経
験
に
基
づ
い
た
お
話
と
、「
地
域
の
一
員
と
し
て

溶
け
込
み
、脱
学
生
を
目

指
し
若
さ
を
活
か
し
た
地

域
貢
献
を
し
て
ほ
し
い
」

と
の
エ
ー
ル
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

C
O
C
の
取
組
を
学
生

同
士
が
共
有
し
、地
域
に

発
信
す
る
、情
熱
あ
ふ
れ
た

報
告
会
と
な
り
ま
し
た
。 
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350453
流用

27.4.21
小井

27.4.24
太田あ

27.4.28
太田あ

27.5.8
小木曽

学
生
た
ち
の
夢
を
応
援
す
る

教
員
が
熱
く
語
り
ま
す
。

私
の講

義
日
誌
32

グローバリゼーションを

想像するチカラを身につける

授
業
で
は
、よ
く
こ
ん
な
質
問
を
し
て
い
ま

す
。「
あ
な
た
の
身
の
回
り
で『
海
外
か
ら
来
た

も
の
』を
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
」。み
な
さ
ん

な
ら
、ど
ん
な
も
の
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
？

た
と
え
ば
、私
た
ち
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
産
の
バ
ナ

ナ
を
食
べ
、タ
イ
で
組
み
立
て
ら
れ
た
ク
ル
マ
に

乗
り
、テ
レ
ビ
で
韓
国
の
ド
ラ
マ
を
み
て
い
ま

す
。大
学
に
来
れ
ば
、世
界
中
か
ら
来
た
留
学

生
に
も
出
会
い
ま
す
ね
。ヒ
ト
や
モ
ノ
、文
化
や

情
報
が
、い
ま
国
境
を
越
え
て
世
界
中
を
行
き

来
し
て
い
ま
す
。も
は
や
、こ
れ
ら
な
し
に
は
、

私
た
ち
の
楽
し
く
便
利
で
快
適
な
生
活
が
成

り
立
た
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
れ
ぐ
ら
い
、

私
た
ち
の
生
活
は「
海
外
か
ら
来
た
も
の
」で

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
逆
に
、日
本
か
ら
海
外
に
出
て
い
く
も

の
も
あ
り
ま
す
。日
本
の
ア
ニ
メ
や
漫
画
は
、欧

米
や
ア
ジ
ア
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。さ

ら
に
健
康
志
向
の
高
ま
り
も
あ
っ
て
、和
食

（
w
a
s
h
o
k
u
）と
い
う
日
本
の
食
文
化

が
ヨ
ー
ロッ
パ
で
関
心
を
集
め
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、国
境
を
越
え
る
も
の
は
、便
利

な
も
の
に
限
り
ま
せ
ん
。た
と
え
ば
、病
気
。

S
A
R
S
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、エ
ボ
ラ
出

血
熱
と
い
っ
た
感
染
症
は
、旅
行
者
や
動
植
物

に
ウ
イ
ル
ス
や
病
原
体
が
感
染
し
、世
界
各
地

に
運
ば
れ
ま
し
た
。い
ま
は
航
空
網
が
地
球
の

隅
々
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
の
で
、短
時
間
に
遠

く
ま
で
、病
気
も
世
界
中
を
か
け
め
ぐ
り
ま

す
。で

は
、な
ぜ
こ
う
し
た
も
の
が
、世
界
を
越

え
て
行
き
来
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
?
そ
し
て
、世
界
は
こ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
て
い

く
の
で
し
ょ
う
か
?

い
ま
や
世
界
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
。さ

ま
ざ
ま
な
も
の
が
国
境
を
越
え
て
行
き
来
し
、

世
界
は
遠
く
ま
で
緊
密
に
、つ
な
が
り
を
深
め

て
い
ま
す
。経
済
や
政
治
、文
化
な
ど
、世
界
の

つ
な
が
り
を
考
え
る
テ
ー
マ
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。私
の
授
業
で
は
そ
の
い
く
つ
か
を
紹
介

し
な
が
ら
、学
生
の
み
な
さ
ん
に「
世
界
と
み
な

さ
ん
と
の
つ
な
が
り
」を
考
え
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。気
に
な
る
人
は
、ぜ
ひ
授
業
を
み
に
来
て
く

だ
さ
い
。

人見 泰弘
ひと み やす ひろ

国際文化学部 講師

こ
の
冬
、久
々
に
長
野
県
に
あ
る
志
賀
高
原

に
出
か
け
ま
し
た
。多
く
の
方
は
ご
存
知
か
と

思
い
ま
す
が
、そ
の
歴
史
、規
模
、そ
し
て
人
気

に
お
い
て
も
日
本
を
代
表
す
る
ス
キ
ー
場
の 

一 

つ
で
す
。そ
こ
で
今
回
改
め
て
驚
か
さ
れ
た
こ
と

が
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
。そ
の
ひ
と
つ
は
私
が

宿
泊
し
た
ホ
テ
ル
の
隣
の
ホ
テ
ル
、そ
し
て
さ
ら

に
そ
の
隣
の
2
軒
が
す
で
に
廃
業
し
て
い
た
こ

と
で
す
。他
に
も
多
数
雪
に
埋
も
れ
た
宿
が
あ

り
ま
し
た
。そ
こ
で
ホ
テ
ル
の
方
に
伺
っ
た
と
こ

ろ
、日
本
を
含
め
経
済
的
に
も
か
な
り
発
展
を

遂
げ
た
地
域
か
ら
の
集
客
は
望
め
な
い
の
で
、

す
で
に
東
南
ア
ジ
ア
を
そ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

て
、い
わ
ゆ
る
生
き
残
り
に
賭
け
て
い
る
そ
う
で

す
。そ
う
い
え
ば
食
事
の
時
に
広
い
食
堂
内
に

は
、私
に
は
理
解
で
き
な
い
言
葉
が
大
声
で
飛

び
交
っ
て
い
ま
し
た
。と
こ
ろ
で
本
学
の
ス
キ
ー

実
習
で
長
年
お
世
話
に
な
っ
て
き
た
赤
倉
温
泉

ス
キ
ー
場
の
宿
の
オ
ー
ナ
ー
が
、「
お
待
ち
し
て

い
ま
す
！
」と
言
って
お
ら
れ
た
女
将
さ
ん
か
ら

外
国
の
方
に
変
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て

い
ま
す
。

ま
た
ゲ
レ
ン
デ
を
巡
っ
て
い
る
と
、全
く
稼
働

し
て
い
な
い
リ
フ
ト
が
い
く
つ
か
目
に
入
り
ま
し

た
。そ
し
て
あ
る
ゲ
レ
ン
デ
で
は
、確
か
こ
こ
に

は
リ
フ
ト
が
あ
っ
た
は
ず
だ
と
思
い
つ
つ
ゲ
レ
ン

デ
マッ
プ
を
見
れ
ば
、既
に
撤
去
さ
れ
た
と
記
載

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

か
つ
て
は
大
混
雑
し
た
日
曜
日
の
午
後
3
時

頃
、お
茶（
休
憩
）の
た
め
に
ゲ
レ
ン
デ
内
の
レ
ス

ト
ラ
ン
に
入
っ
た
と
こ
ろ
、50
〜
60
人
の
客
の
ほ

と
ん
ど
が
高
齢
者
で
、そ
れ
も
か
な
り
の
方
が

後
期
高
齢
者
の
よ
う
で
し
た
。私
が
平
均
年
齢

を
下
げ
て
い
る
よ
う
で
喜
ん
で
良
い
や
ら
悲
し

ん
で
良
い
や
ら
、複
雑
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。皆
さ
ん
し
っ
か
り
と
し
た
用
具
を
持
た
れ
、

多
く
の
方
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
さ
れ
て
い
ま
し

た
。別

の
話
題
に
な
り
ま
す
が
、か
つ
て
大
地
震

に
見
舞
わ
れ
、未
だ
に
復
旧
ま
ま
な
ら
な
い
長

野
県
の
栄
村
に
村
営
の「
さ
か
え
倶
楽
部
ス

キ
ー
場
」が
あ
り
、平
日
シ
ー
ズ
ン
券
が
何
と

6
，0
0
0
円
だ
そ
う
で
す
。長
野
の
知
人
か

ら
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。ご
参
考
ま
で
に
。

ス
ポ
ー
ツ
健
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野
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良
和
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350453
流用

27.4.21
小井

27.4.24
太田あ

27.4.28
太田あ

27.5.8
小木曽

学
生
た
ち
の
夢
を
応
援
す
る

教
員
が
熱
く
語
り
ま
す
。

私
の講

義
日
誌
32

グローバリゼーションを

想像するチカラを身につける

授
業
で
は
、よ
く
こ
ん
な
質
問
を
し
て
い
ま

す
。「
あ
な
た
の
身
の
回
り
で『
海
外
か
ら
来
た

も
の
』を
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
」。み
な
さ
ん

な
ら
、ど
ん
な
も
の
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
？

た
と
え
ば
、私
た
ち
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
産
の
バ
ナ

ナ
を
食
べ
、タ
イ
で
組
み
立
て
ら
れ
た
ク
ル
マ
に

乗
り
、テ
レ
ビ
で
韓
国
の
ド
ラ
マ
を
み
て
い
ま

す
。大
学
に
来
れ
ば
、世
界
中
か
ら
来
た
留
学

生
に
も
出
会
い
ま
す
ね
。ヒ
ト
や
モ
ノ
、文
化
や

情
報
が
、い
ま
国
境
を
越
え
て
世
界
中
を
行
き

来
し
て
い
ま
す
。も
は
や
、こ
れ
ら
な
し
に
は
、

私
た
ち
の
楽
し
く
便
利
で
快
適
な
生
活
が
成

り
立
た
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
れ
ぐ
ら
い
、

私
た
ち
の
生
活
は「
海
外
か
ら
来
た
も
の
」で

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
逆
に
、日
本
か
ら
海
外
に
出
て
い
く
も

の
も
あ
り
ま
す
。日
本
の
ア
ニ
メ
や
漫
画
は
、欧

米
や
ア
ジ
ア
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。さ

ら
に
健
康
志
向
の
高
ま
り
も
あ
っ
て
、和
食

（
w
a
s
h
o
k
u
）と
い
う
日
本
の
食
文
化

が
ヨ
ー
ロッ
パ
で
関
心
を
集
め
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、国
境
を
越
え
る
も
の
は
、便
利

な
も
の
に
限
り
ま
せ
ん
。た
と
え
ば
、病
気
。

S
A
R
S
や
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、エ
ボ
ラ
出

血
熱
と
い
っ
た
感
染
症
は
、旅
行
者
や
動
植
物

に
ウ
イ
ル
ス
や
病
原
体
が
感
染
し
、世
界
各
地

に
運
ば
れ
ま
し
た
。い
ま
は
航
空
網
が
地
球
の

隅
々
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
の
で
、短
時
間
に
遠

く
ま
で
、病
気
も
世
界
中
を
か
け
め
ぐ
り
ま

す
。で

は
、な
ぜ
こ
う
し
た
も
の
が
、世
界
を
越

え
て
行
き
来
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
?
そ
し
て
、世
界
は
こ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
て
い

く
の
で
し
ょ
う
か
?

い
ま
や
世
界
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
。さ

ま
ざ
ま
な
も
の
が
国
境
を
越
え
て
行
き
来
し
、

世
界
は
遠
く
ま
で
緊
密
に
、つ
な
が
り
を
深
め

て
い
ま
す
。経
済
や
政
治
、文
化
な
ど
、世
界
の

つ
な
が
り
を
考
え
る
テ
ー
マ
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。私
の
授
業
で
は
そ
の
い
く
つ
か
を
紹
介

し
な
が
ら
、学
生
の
み
な
さ
ん
に「
世
界
と
み
な

さ
ん
と
の
つ
な
が
り
」を
考
え
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。気
に
な
る
人
は
、ぜ
ひ
授
業
を
み
に
来
て
く

だ
さ
い
。

人見 泰弘
ひと み やす ひろ

国際文化学部 講師

こ
の
冬
、久
々
に
長
野
県
に
あ
る
志
賀
高
原

に
出
か
け
ま
し
た
。多
く
の
方
は
ご
存
知
か
と

思
い
ま
す
が
、そ
の
歴
史
、規
模
、そ
し
て
人
気

に
お
い
て
も
日
本
を
代
表
す
る
ス
キ
ー
場
の 

一 

つ
で
す
。そ
こ
で
今
回
改
め
て
驚
か
さ
れ
た
こ
と

が
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
。そ
の
ひ
と
つ
は
私
が

宿
泊
し
た
ホ
テ
ル
の
隣
の
ホ
テ
ル
、そ
し
て
さ
ら

に
そ
の
隣
の
2
軒
が
す
で
に
廃
業
し
て
い
た
こ

と
で
す
。他
に
も
多
数
雪
に
埋
も
れ
た
宿
が
あ

り
ま
し
た
。そ
こ
で
ホ
テ
ル
の
方
に
伺
っ
た
と
こ

ろ
、日
本
を
含
め
経
済
的
に
も
か
な
り
発
展
を

遂
げ
た
地
域
か
ら
の
集
客
は
望
め
な
い
の
で
、

す
で
に
東
南
ア
ジ
ア
を
そ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し

て
、い
わ
ゆ
る
生
き
残
り
に
賭
け
て
い
る
そ
う
で

す
。そ
う
い
え
ば
食
事
の
時
に
広
い
食
堂
内
に

は
、私
に
は
理
解
で
き
な
い
言
葉
が
大
声
で
飛

び
交
っ
て
い
ま
し
た
。と
こ
ろ
で
本
学
の
ス
キ
ー

実
習
で
長
年
お
世
話
に
な
っ
て
き
た
赤
倉
温
泉

ス
キ
ー
場
の
宿
の
オ
ー
ナ
ー
が
、「
お
待
ち
し
て

い
ま
す
！
」と
言
って
お
ら
れ
た
女
将
さ
ん
か
ら

外
国
の
方
に
変
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て

い
ま
す
。

ま
た
ゲ
レ
ン
デ
を
巡
っ
て
い
る
と
、全
く
稼
働

し
て
い
な
い
リ
フ
ト
が
い
く
つ
か
目
に
入
り
ま
し

た
。そ
し
て
あ
る
ゲ
レ
ン
デ
で
は
、確
か
こ
こ
に

は
リ
フ
ト
が
あ
っ
た
は
ず
だ
と
思
い
つ
つ
ゲ
レ
ン

デ
マッ
プ
を
見
れ
ば
、既
に
撤
去
さ
れ
た
と
記
載

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

か
つ
て
は
大
混
雑
し
た
日
曜
日
の
午
後
3
時

頃
、お
茶（
休
憩
）の
た
め
に
ゲ
レ
ン
デ
内
の
レ
ス

ト
ラ
ン
に
入
っ
た
と
こ
ろ
、50
〜
60
人
の
客
の
ほ

と
ん
ど
が
高
齢
者
で
、そ
れ
も
か
な
り
の
方
が

後
期
高
齢
者
の
よ
う
で
し
た
。私
が
平
均
年
齢

を
下
げ
て
い
る
よ
う
で
喜
ん
で
良
い
や
ら
悲
し

ん
で
良
い
や
ら
、複
雑
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。皆
さ
ん
し
っ
か
り
と
し
た
用
具
を
持
た
れ
、

多
く
の
方
が
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
さ
れ
て
い
ま
し

た
。別

の
話
題
に
な
り
ま
す
が
、か
つ
て
大
地
震

に
見
舞
わ
れ
、未
だ
に
復
旧
ま
ま
な
ら
な
い
長

野
県
の
栄
村
に
村
営
の「
さ
か
え
倶
楽
部
ス

キ
ー
場
」が
あ
り
、平
日
シ
ー
ズ
ン
券
が
何
と

6
，0
0
0
円
だ
そ
う
で
す
。長
野
の
知
人
か

ら
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。ご
参
考
ま
で
に
。

ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部
長

野
村 

良
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27.4.22
田畑

27.4.23
小池

27.5.8
小木曽

27.5.9
佐々木

27.5.13
太田あ

27.5.14
秋山

学生生徒等納付金
手数料
寄付金
経常費等補助金
付随事業収入
雑収入
教育活動収入計
人件費
教育研究経費
管理経費
徴収不能額等
教育活動支出計
教育活動収支差額
受取利息・配当金収入
教育活動外収入計
借入金等利息
教育活動外支出計
教育活動外収支差額
経常収支差額
資産売却差額
その他の特別収入
特別収入計
資産処分差額
その他の特別支出
特別支出計
特別収支差額

6,089,825
146,130
20,000

516,603
29,100
69,517

6,871,175
3,674,359
2,558,796

427,041
0

6,660,196
210,979
37,250
37,250
2,057
2,057

35,193
246,172

0
60,000
60,000

0
0
0

60,000
50,000

256,172
△ 2,157,653
△ 1,901,481
△ 5,330,259

0
△ 7,231,740

5,826,455
134,485
17,000

509,280
20,075

235,573
6,742,868
3,635,147
2,251,359

469,900
0

6,356,406
386,462
31,500
31,500
3,212
3,212

28,288
414,750

0
70,000
70,000

0
0
0

70,000
50,000

434,750
△ 3,384,676
△ 2,949,926
△ 4,547,104

0
△ 7,497,031

263,370
11,645
3,000
7,323
9,025

△ 166,056
128,307
39,212

307,437
△ 42,859

0
303,790

△ 175,483
5,750
5,750

△ 1,155
△ 1,155

6,905
△ 168,578

0
△ 10,000
△ 10,000

0
0
0

△ 10,000
0

△ 178,578
1,227,023
1,048,445

△ 783,155
0

265,291

2014年度決算関係書類（財産目録・貸借対照表・収支計算書・監事及び独立監査法人による監査報告書・事業報告書）及び2015年度予算書類・事業計画書は、
5月末日までに名古屋キャンパス白鳥学舎財務課および瀬戸キャンパス総合事務部で縦覧できます。なお、本学ホームページでも公開いたします。

●資金収支計算書 ●事業活動収支計算書

2015年度予算総括表（学校法人会計基準による）

学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産売却収入
付随事業・収益事業収入
受取利息・配当金収入
雑収入
借入金等収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収入の部合計

（単位：千円、単位未満四捨五入） ※ '14年度予算は当初予算額

科  目
収入の部

'15年度予算 '14年度予算 差異（'15-'14）
6,089,825

146,130
20,000

576,603
0

29,100
37,250
69,517

0
1,136,350
2,317,345

△ 1,164,367
3,660,541

12,918,294

5,826,455
134,485
87,000

509,280
0

20,075
31,500

235,573
0

1,091,850
1,387,937

△ 1,295,850
4,357,333

12,385,638

263,370
11,645

△ 67,000
67,323

0
9,025
5,750

△ 166,056
0

44,500
929,408
131,483

△ 696,792
532,656

人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出

〔予備費〕
資金支出調整勘定
翌年度繰越支払資金
支出の部合計

科  目
支出の部

'15年度予算 '14年度予算 差異（'15-'14）
3,649,021
1,823,235

398,991
2,057

146,000
1,937,000

74,653
607,177
843,349
70,000

△ 285,127
3,651,938

12,918,294

3,655,105
1,613,898

442,629
3,212

146,000
3,089,119

149,557
77,081

390,949
70,000

△ 491,560
3,239,648

12,385,638

△ 6,084
209,337

△ 43,638
△ 1,155

0
△ 1,152,119

△ 74,904
530,096
452,400

0
776,687
412,290
532,656

学校法人名古屋学院大学の2015年度予算は
3月10日に理事会と評議員会で承認されましたので概略をお知らせします。

■ 資金収支計算書
資金収支計算書は、教育研究活動に対応する全ての資金の収入と支出を明らか

にし、支払資金の顛末を明らかにするものです。
支払資金は前年度繰越支払資金が36.6億円、将来の大学の充実のため大学拡充引

当特定資金に6億円を繰入れしたうえで翌年度繰越支払資金は36.5億円となります。

■ 事業活動収支計算書
事業活動収支計算書は、収支を本業である教育・研究・社会貢献の部分（教育
活動収支）と財務活動で生じる利息等の部分（教育活動外収支）、資産売却など臨
時的に生じる部分（特別収支）に区分する構造になっており、各区分の収支差額か
ら経営状態の健全性を把握するものです。また、基本金繰入額は主に当年度および
将来取得する施設・設備の取得資金額です。
それぞれの活動収支では、教育活動収入差額2.1億円、教育外収支差額0.4億
円、特別収支差額0.6億円のそれぞれ収入超過を計上しており、特別収支における
0.6億円は学校施設耐震改修（瀬戸キャンパスチャペル、愛隣館）及びアスベスト対
策（瀬戸キャンパス愛隣館）に伴う補助金収入によるものです。また、基本金組入額
は21.6億円で、主に瀬戸キャンパス愛隣館とチャペルの耐震等改修、名古屋キャンパ
ス新用地取得のための施設・設備関係支出となっています。

財務情報の
公開について

目的別事業経費内訳（単位：万円）
教務・学生支援
23,851 10.7%

地域連携
5,154 2.3%

研究
14,950 6.7%

学生募集
31,967 14.4%

施設保守
37,337 16.8%

公共料金
17,446 7.9%

情報・学術
26,885 12.1%
図書
5,763 2.6%

スクールバス
15,605 7.0%

国際交流
6,747 3.0%
キャリア支援
7,237 3.3%

奨学金
16,638 7.5%

管理運営
12,643 5.7%

■ 2015年度の主な事業内容
●開設3年目の法学部及び新設の現代社会学部、国際文化学部、こどもスポーツ教
育学科の教育活動支援
●中長期計画の実行（教育、研究、社会貢献、教学環境、入試・広報、組織・財務）
●名古屋における基盤整備
●瀬戸キャンパスの耐震等改修（愛隣館、チャペル）
●教員採用を支援する教職センターの開設
●キャリア形成の支援（能力開発講座、資格講座、就職講座・インターンシップ）
●情報教育の推進（ノートパソコンを全学生に配布、第11期電子計算機システム、パ
ソコン検定講座）
●学内情報システムの維持・整備（ＣＣＳ：キャンパスコミュニケーションサービス）
●情報検索サービス（電子ジャーナルデータベース）
●国際化推進（長期・中期・短期の留学生派遣、海外協定校からの交換留学生の
受入、インターナショナルラウンジでの語学習得や異文化理解の促進）
●スクールバス運行（無料運行の実施、高蔵寺、瀬戸市駅２路線）
●奨学金の充実（日本学生支援機構奨学金、一般奨学金、緊急援助奨学金、社会
人学生奨学金、入学生緊急奨学金、入学奨励金等）
●健康診断等（学生定期健康診断、学医診察、学生相談カウンセラー）
●父母懇談会（開催会場：大学、岐阜、四日市、浜松、金沢）
●地域連携センター事業（シティカレッジ：あつた宮宿会講座、エシカル＆フェアトレー
ド講座、子育て支援の社会学等）
●大学院昼夜開講（さかえサテライト・名古屋市栄中日ビル7階：企業経営特別講座等）
●地（知）の拠点整備事業（文部科学省補助金採択事業3年目）
●未来医療研究人材養成拠点形成事業（文部科学省補助金採択事業3年目）

目的別事業経費の内訳は、資金収支計算書の教育研究経費支出と管理経費支出
を円グラフで表したものです。

2015年度
予算報告

■教育研究振興資金募金 （2014年10月1日～2015年3月31日受付分） 〈10件〉 2,250,000\

50周年記念棟建設募金と
教育研究振興資金募金の御礼と御報告

50万円以上
10万円以上20万円未満

10万円未満

企業・その他
匿名希望1件
株式会社ダンク・ムラセ
株式会社アペックス

教職員関係 〈7件〉1,640,000円
匿名希望2件
木下政宣
稲垣隆司
今村薫 三井哲 匿名希望1件

50万円以上
20万円以上30万円未満
10万円以上20万円未満

10万円未満

〈3件〉610,000円

■50周年記念棟建設募金 （2014年10月1日～2014年12月31日受付分）

※順不同

〈113件〉 41,608,030\
在学生父母関係 〈28件〉590,000円 教職員関係 〈37件〉3,358,030円

葛井義憲 匿名希望1件
今仁生美 伊沢俊泰 鈴木啓司 匿名希望1件
山田義則 家本博一 安東真衣 杉山晃一 立花伸介
谷口篤 出口博也 前川勉 増田喜治 村松竜也
匿名希望3件
高橋公生 松田克彦 佐藤菜穂子 伊藤幹 大村照夫
中野貴博 豊岡博 バーンズ有香 貝沼理恵 笹野弘美
平松正幸 古田義道 山田千晴 匿名希望5件

10万円以上20万円未満
10万円未満

同窓生 〈6件〉1,280,000円
50万円以上

10万円以上20万円未満

10万円未満

父母会 〈1件〉18,000,000円
名古屋学院大学父母会

30万円以上40万円未満
20万円以上30万円未満
10万円以上20万円未満

10万円未満

企業・法人 〈35件〉18,000,000円
鹿島建設株式会社 株式会社熊谷組 ＡＩＵ損害保険株式会社 エムケイ観光バス株式会社 株式会社東芝
株式会社トーエネック 富士通株式会社 愛知株式会社 鹿島道路株式会社 教育産業株式会社
シブヤパイピング工業株式会社 東海通信工業株式会社 東海東京証券株式会社 東洋熱工業株式会社 戸田建設株式会社
株式会社名古屋銀行 名古屋ビルサービス株式会社 豊和工業株式会社 株式会社山下設計
株式会社アーキテクト水野
株式会社学生情報センター
株式会社極東書店 株式会社クイックス 株式会社産通  品野台開発株式会社 中部日本ビルデイング株式会社
株式会社東京アカデミー 財団法人日本開発構想研究所 株式会社波多野耕文堂 有限会社マイ・エス・スイミング 株式会社マイナビ
匿名希望1件
株式会社ＥＣＣ 株式会社名古屋三越 株式会社北斗建設

50万円以上

30万円以上40万円未満
20万円以上30万円未満
10万円以上20万円未満

10万円未満

評議員・その他 〈6件〉380,000円
名古屋学院敬愛同窓会
鈴木元八　　　中島経年　　　瀧本茂　　　豊田登志子 匿名希望1件

　大学創立50周年を記念して建設を進めてきました新校舎が2015年1月に完成しました。この工事に併せて実施しておりました「50周年記念棟建設募金」も
2014年12月末日をもって終了させていただきました。これまで在校生ご父母様や本学ＯＢの皆様をはじめ多くの皆様から募金総額88,144,230円に上る温か
いご支援を賜わることができました。ご厚意に対しまして深く感謝申し上げます。ご芳名を記録した銘板を建物エントランスに設置させていただきましたことを併せて
ご報告いたします。
　新校舎の館名は、キリスト教主義教育を実践する大学として新約聖書から一字を引用し「希館（のぞみかん）」としております。希館には教室の他、学生支援の
拠点となる「教育学習センター」と「学生支援センター」を配置、学生たちが集まる「スチューデントルーム」を備えており、大学生活の支援体制を充実するとともに、
学生たちが互いに学びを刺激しあい、新たな成長を目指す施設となっています。また、総合研究所も移転、スペースが拡張され、研究活動においても環境を充実
させることができました。
　従来から実施しております「教育研究振興資金募金」につきましては、引き続き募集を行い、大学の教育・研究の充実発展に必要な経費及び施設充実のた
めの資金とさせていただきたいと存じます。今後とも、格別のご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　それぞれの募金について2014年10月から2015年3月までに受け付けました募金についてご芳名（順不同、敬称略）をまとめさせていただきましたのでご報告
させていただきます。

贄充宏
杉浦正彦 渡嘉敷真昌 大谷浩之
小林一仁 中村誠司 松井正喜
山内喜栄 浅井俊晴 安達清浩
石黒英樹 小野修 柄澤雄一
高木茂 田中稔 出口克也
早川龍久 北條寛美 松枝俊朗
水埜清治 室田朋子 安井克仁
山下正史 渡邉義和 匿名希望4件

匿名希望1件
田中修司 飯沼勝則 早川善夫
山本展義
匿名希望1件

30万円以上40万円未満
10万円未満
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〔予備費〕
基本金組入前当年度収支差額
基本金組入額合計
当年度収支差額
前年度繰越収支差額
基本金取崩額
翌年度繰越収支差額

科  目 '15年度予算 '14年度予算 差異（'15-'14）

収
入

収
入

収
入

支
出

支
出

特
別
収
支

教
育
活
動
収
支

教
育
活
動
外
収
支

支
出

6,968,425
6,712,253

6,844,368
6,409,618

124,057
302,635

（参考）  
事業活動収入計  
事業活動支出計  

2
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年
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月
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7
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教
授
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よ
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ま
す
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■ 

経
済
学
部

坪田 暢允 教授
 つぼ た のぶ みつ

（1967年就任）

■ 

商
学
部

■ 

外
国
語
学
部

■ 

ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部

大村 照夫 教授
 おお むら てる お

（1971年就任）

湯浅 康正 教授
 ゆ あさ やす まさ

（1977年就任）
宍戸 明美 教授
 しし ど あけ み

（2006年就任）
鈴木 眞雄 教授
 すず き まさ お

（2007年就任）

小松 照幸 教授
 こ まつ てる ゆき

（1988年就任）

岸田 賢次 教授
 きし だ けん じ

（1972年就任）
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27.4.22
田畑

27.4.23
小池

27.5.8
小木曽

27.5.9
佐々木

27.5.13
太田あ

27.5.14
秋山

学生生徒等納付金
手数料
寄付金
経常費等補助金
付随事業収入
雑収入
教育活動収入計
人件費
教育研究経費
管理経費
徴収不能額等
教育活動支出計
教育活動収支差額
受取利息・配当金収入
教育活動外収入計
借入金等利息
教育活動外支出計
教育活動外収支差額
経常収支差額
資産売却差額
その他の特別収入
特別収入計
資産処分差額
その他の特別支出
特別支出計
特別収支差額

6,089,825
146,130
20,000

516,603
29,100
69,517

6,871,175
3,674,359
2,558,796

427,041
0

6,660,196
210,979
37,250
37,250
2,057
2,057

35,193
246,172

0
60,000
60,000

0
0
0

60,000
50,000

256,172
△ 2,157,653
△ 1,901,481
△ 5,330,259

0
△ 7,231,740

5,826,455
134,485
17,000

509,280
20,075

235,573
6,742,868
3,635,147
2,251,359

469,900
0

6,356,406
386,462
31,500
31,500
3,212
3,212

28,288
414,750

0
70,000
70,000

0
0
0

70,000
50,000

434,750
△ 3,384,676
△ 2,949,926
△ 4,547,104

0
△ 7,497,031

263,370
11,645
3,000
7,323
9,025

△ 166,056
128,307
39,212

307,437
△ 42,859

0
303,790

△ 175,483
5,750
5,750

△ 1,155
△ 1,155

6,905
△ 168,578

0
△ 10,000
△ 10,000

0
0
0

△ 10,000
0

△ 178,578
1,227,023
1,048,445

△ 783,155
0

265,291

2014年度決算関係書類（財産目録・貸借対照表・収支計算書・監事及び独立監査法人による監査報告書・事業報告書）及び2015年度予算書類・事業計画書は、
5月末日までに名古屋キャンパス白鳥学舎財務課および瀬戸キャンパス総合事務部で縦覧できます。なお、本学ホームページでも公開いたします。

●資金収支計算書 ●事業活動収支計算書

2015年度予算総括表（学校法人会計基準による）

学生生徒等納付金収入
手数料収入
寄付金収入
補助金収入
資産売却収入
付随事業・収益事業収入
受取利息・配当金収入
雑収入
借入金等収入
前受金収入
その他の収入
資金収入調整勘定
前年度繰越支払資金
収入の部合計

（単位：千円、単位未満四捨五入） ※ '14年度予算は当初予算額

科  目
収入の部

'15年度予算 '14年度予算 差異（'15-'14）
6,089,825

146,130
20,000

576,603
0

29,100
37,250
69,517

0
1,136,350
2,317,345

△ 1,164,367
3,660,541

12,918,294

5,826,455
134,485
87,000

509,280
0

20,075
31,500

235,573
0

1,091,850
1,387,937

△ 1,295,850
4,357,333

12,385,638

263,370
11,645

△ 67,000
67,323

0
9,025
5,750

△ 166,056
0

44,500
929,408
131,483

△ 696,792
532,656

人件費支出
教育研究経費支出
管理経費支出
借入金等利息支出
借入金等返済支出
施設関係支出
設備関係支出
資産運用支出
その他の支出

〔予備費〕
資金支出調整勘定
翌年度繰越支払資金
支出の部合計

科  目
支出の部

'15年度予算 '14年度予算 差異（'15-'14）
3,649,021
1,823,235

398,991
2,057

146,000
1,937,000

74,653
607,177
843,349
70,000

△ 285,127
3,651,938

12,918,294

3,655,105
1,613,898

442,629
3,212

146,000
3,089,119

149,557
77,081

390,949
70,000

△ 491,560
3,239,648

12,385,638

△ 6,084
209,337

△ 43,638
△ 1,155

0
△ 1,152,119

△ 74,904
530,096
452,400

0
776,687
412,290
532,656

学校法人名古屋学院大学の2015年度予算は
3月10日に理事会と評議員会で承認されましたので概略をお知らせします。

■ 資金収支計算書
資金収支計算書は、教育研究活動に対応する全ての資金の収入と支出を明らか

にし、支払資金の顛末を明らかにするものです。
支払資金は前年度繰越支払資金が36.6億円、将来の大学の充実のため大学拡充引

当特定資金に6億円を繰入れしたうえで翌年度繰越支払資金は36.5億円となります。

■ 事業活動収支計算書
事業活動収支計算書は、収支を本業である教育・研究・社会貢献の部分（教育
活動収支）と財務活動で生じる利息等の部分（教育活動外収支）、資産売却など臨
時的に生じる部分（特別収支）に区分する構造になっており、各区分の収支差額か
ら経営状態の健全性を把握するものです。また、基本金繰入額は主に当年度および
将来取得する施設・設備の取得資金額です。
それぞれの活動収支では、教育活動収入差額2.1億円、教育外収支差額0.4億
円、特別収支差額0.6億円のそれぞれ収入超過を計上しており、特別収支における
0.6億円は学校施設耐震改修（瀬戸キャンパスチャペル、愛隣館）及びアスベスト対
策（瀬戸キャンパス愛隣館）に伴う補助金収入によるものです。また、基本金組入額
は21.6億円で、主に瀬戸キャンパス愛隣館とチャペルの耐震等改修、名古屋キャンパ
ス新用地取得のための施設・設備関係支出となっています。

財務情報の
公開について

目的別事業経費内訳（単位：万円）
教務・学生支援
23,851 10.7%

地域連携
5,154 2.3%

研究
14,950 6.7%

学生募集
31,967 14.4%

施設保守
37,337 16.8%

公共料金
17,446 7.9%

情報・学術
26,885 12.1%
図書
5,763 2.6%

スクールバス
15,605 7.0%

国際交流
6,747 3.0%
キャリア支援
7,237 3.3%

奨学金
16,638 7.5%

管理運営
12,643 5.7%

■ 2015年度の主な事業内容
●開設3年目の法学部及び新設の現代社会学部、国際文化学部、こどもスポーツ教
育学科の教育活動支援
●中長期計画の実行（教育、研究、社会貢献、教学環境、入試・広報、組織・財務）
●名古屋における基盤整備
●瀬戸キャンパスの耐震等改修（愛隣館、チャペル）
●教員採用を支援する教職センターの開設
●キャリア形成の支援（能力開発講座、資格講座、就職講座・インターンシップ）
●情報教育の推進（ノートパソコンを全学生に配布、第11期電子計算機システム、パ
ソコン検定講座）
●学内情報システムの維持・整備（ＣＣＳ：キャンパスコミュニケーションサービス）
●情報検索サービス（電子ジャーナルデータベース）
●国際化推進（長期・中期・短期の留学生派遣、海外協定校からの交換留学生の
受入、インターナショナルラウンジでの語学習得や異文化理解の促進）
●スクールバス運行（無料運行の実施、高蔵寺、瀬戸市駅２路線）
●奨学金の充実（日本学生支援機構奨学金、一般奨学金、緊急援助奨学金、社会
人学生奨学金、入学生緊急奨学金、入学奨励金等）
●健康診断等（学生定期健康診断、学医診察、学生相談カウンセラー）
●父母懇談会（開催会場：大学、岐阜、四日市、浜松、金沢）
●地域連携センター事業（シティカレッジ：あつた宮宿会講座、エシカル＆フェアトレー
ド講座、子育て支援の社会学等）
●大学院昼夜開講（さかえサテライト・名古屋市栄中日ビル7階：企業経営特別講座等）
●地（知）の拠点整備事業（文部科学省補助金採択事業3年目）
●未来医療研究人材養成拠点形成事業（文部科学省補助金採択事業3年目）

目的別事業経費の内訳は、資金収支計算書の教育研究経費支出と管理経費支出
を円グラフで表したものです。

2015年度
予算報告

■教育研究振興資金募金 （2014年10月1日～2015年3月31日受付分） 〈10件〉 2,250,000\

50周年記念棟建設募金と
教育研究振興資金募金の御礼と御報告

50万円以上
10万円以上20万円未満

10万円未満

企業・その他
匿名希望1件
株式会社ダンク・ムラセ
株式会社アペックス

教職員関係 〈7件〉1,640,000円
匿名希望2件
木下政宣
稲垣隆司
今村薫 三井哲 匿名希望1件

50万円以上
20万円以上30万円未満
10万円以上20万円未満

10万円未満

〈3件〉610,000円

■50周年記念棟建設募金 （2014年10月1日～2014年12月31日受付分）

※順不同

〈113件〉 41,608,030\
在学生父母関係 〈28件〉590,000円 教職員関係 〈37件〉3,358,030円

葛井義憲 匿名希望1件
今仁生美 伊沢俊泰 鈴木啓司 匿名希望1件
山田義則 家本博一 安東真衣 杉山晃一 立花伸介
谷口篤 出口博也 前川勉 増田喜治 村松竜也
匿名希望3件
高橋公生 松田克彦 佐藤菜穂子 伊藤幹 大村照夫
中野貴博 豊岡博 バーンズ有香 貝沼理恵 笹野弘美
平松正幸 古田義道 山田千晴 匿名希望5件

10万円以上20万円未満
10万円未満

同窓生 〈6件〉1,280,000円
50万円以上

10万円以上20万円未満

10万円未満

父母会 〈1件〉18,000,000円
名古屋学院大学父母会

30万円以上40万円未満
20万円以上30万円未満
10万円以上20万円未満

10万円未満

企業・法人 〈35件〉18,000,000円
鹿島建設株式会社 株式会社熊谷組 ＡＩＵ損害保険株式会社 エムケイ観光バス株式会社 株式会社東芝
株式会社トーエネック 富士通株式会社 愛知株式会社 鹿島道路株式会社 教育産業株式会社
シブヤパイピング工業株式会社 東海通信工業株式会社 東海東京証券株式会社 東洋熱工業株式会社 戸田建設株式会社
株式会社名古屋銀行 名古屋ビルサービス株式会社 豊和工業株式会社 株式会社山下設計
株式会社アーキテクト水野
株式会社学生情報センター
株式会社極東書店 株式会社クイックス 株式会社産通  品野台開発株式会社 中部日本ビルデイング株式会社
株式会社東京アカデミー 財団法人日本開発構想研究所 株式会社波多野耕文堂 有限会社マイ・エス・スイミング 株式会社マイナビ
匿名希望1件
株式会社ＥＣＣ 株式会社名古屋三越 株式会社北斗建設

50万円以上

30万円以上40万円未満
20万円以上30万円未満
10万円以上20万円未満

10万円未満

評議員・その他 〈6件〉380,000円
名古屋学院敬愛同窓会
鈴木元八　　　中島経年　　　瀧本茂　　　豊田登志子 匿名希望1件

　大学創立50周年を記念して建設を進めてきました新校舎が2015年1月に完成しました。この工事に併せて実施しておりました「50周年記念棟建設募金」も
2014年12月末日をもって終了させていただきました。これまで在校生ご父母様や本学ＯＢの皆様をはじめ多くの皆様から募金総額88,144,230円に上る温か
いご支援を賜わることができました。ご厚意に対しまして深く感謝申し上げます。ご芳名を記録した銘板を建物エントランスに設置させていただきましたことを併せて
ご報告いたします。
　新校舎の館名は、キリスト教主義教育を実践する大学として新約聖書から一字を引用し「希館（のぞみかん）」としております。希館には教室の他、学生支援の
拠点となる「教育学習センター」と「学生支援センター」を配置、学生たちが集まる「スチューデントルーム」を備えており、大学生活の支援体制を充実するとともに、
学生たちが互いに学びを刺激しあい、新たな成長を目指す施設となっています。また、総合研究所も移転、スペースが拡張され、研究活動においても環境を充実
させることができました。
　従来から実施しております「教育研究振興資金募金」につきましては、引き続き募集を行い、大学の教育・研究の充実発展に必要な経費及び施設充実のた
めの資金とさせていただきたいと存じます。今後とも、格別のご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　それぞれの募金について2014年10月から2015年3月までに受け付けました募金についてご芳名（順不同、敬称略）をまとめさせていただきましたのでご報告
させていただきます。

贄充宏
杉浦正彦 渡嘉敷真昌 大谷浩之
小林一仁 中村誠司 松井正喜
山内喜栄 浅井俊晴 安達清浩
石黒英樹 小野修 柄澤雄一
高木茂 田中稔 出口克也
早川龍久 北條寛美 松枝俊朗
水埜清治 室田朋子 安井克仁
山下正史 渡邉義和 匿名希望4件

匿名希望1件
田中修司 飯沼勝則 早川善夫
山本展義
匿名希望1件

30万円以上40万円未満
10万円未満

インフォメーション　Information
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〔予備費〕
基本金組入前当年度収支差額
基本金組入額合計
当年度収支差額
前年度繰越収支差額
基本金取崩額
翌年度繰越収支差額

科  目 '15年度予算 '14年度予算 差異（'15-'14）

収
入

収
入

収
入

支
出

支
出

特
別
収
支

教
育
活
動
収
支

教
育
活
動
外
収
支

支
出

6,968,425
6,712,253

6,844,368
6,409,618

124,057
302,635

（参考）  
事業活動収入計  
事業活動支出計  
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■ 

経
済
学
部

坪田 暢允 教授
 つぼ た のぶ みつ

（1967年就任）

■ 

商
学
部

■ 

外
国
語
学
部

■ 

ス
ポ
ー
ツ
健
康
学
部

大村 照夫 教授
 おお むら てる お

（1971年就任）

湯浅 康正 教授
 ゆ あさ やす まさ

（1977年就任）
宍戸 明美 教授
 しし ど あけ み

（2006年就任）
鈴木 眞雄 教授
 すず き まさ お

（2007年就任）

小松 照幸 教授
 こ まつ てる ゆき

（1988年就任）

岸田 賢次 教授
 きし だ けん じ

（1972年就任）
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27.4.23
榮一・小池

27.5.14
秋山

2015年度 新任教職員紹介 （学部ごと50音順で掲載）

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

 10日（水） 学部長表彰

 20日（月） 臨時開講（海の日）
 22日（水） 春学期定期試験
  [～7月31日（金）]
 31日（金） 春学期授業終了

 3日（月） 夏季休暇[～9月17日（木）]
 3日（月） 集中講義[～9月4日（金）]

11
月

 3日（火） 臨時開講（文化の日）
 23日（月） 臨時開講（勤労感謝の日）

 10日（木） 春学期学位記授与式
 17日（木） 春学期終了
 18日（金） 秋学期授業開始
  履修登録変更[～24日（木）]
 21日（月） 臨時開講（敬老の日）
 22日（火） 臨時開講（国民の休日）
 23日（水） 臨時開講（秋分の日）
 10日（土） 瀬戸キャンパス祭
 12日（月） 臨時開講（体育の日）
 15日（木） 大学創立記念日
 23日（金） プレ大学祭（臨時休講）
 24日（土）
　  ～  名学大祭
 25日（日）

「宇宙」や「世界」を表すCOSMOS（コスモス）と
PANORAMA（パノラマ）との合成語。
19世紀にロンドンの街角でしばしば行われた世
界各地の様子をのぞきみせるショーの名称として
使われたのが最初。世界の動きに興味を持ち、大
きな視点に立ってそれを見渡すことができるよう
にとNGU NEWSの愛称に採用しました。

（コズモラマ）の由来

行事予定2015年 6月～11月

名古屋学院大学
公式facebookページでも
様々な情報を発信しています。
学生の活動や
キャンパスの様子等を中心に
最新の情報を
発信していますので
ぜひご覧ください。

インフォメーション　Information
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果
報
告

遠藤 賢治 教授

法学部長
 えん どう けん じ

今仁 生美 教授
 いま に いく み

小林 甲一 教授

現代社会学部長
 こ ばやし こう いち

木村 光伸 教授

国際文化学部長
 き むら こう しん

柳 善和 教授

外国語学部長
やなぎ よし かず

外国語学研究科長

☆
理
学
療
法
士
国
家
試
験
合
格
率 

98．0％（
全
国
平
均 

　　
）
82．7％

古池 嘉和
 こ いけ よし かず

四年ぶりに復帰し
ます。初心に帰って
精一杯頑張ります。
よろしくお願いし
ます。

現代社会学部

曽場 七恵
 そ ば なな え

世界にはワクワク
することがたくさ
んあります。豊かな
学生生活を送られ
ますように。

商学部

黒柳 志仁
 くろ やなぎ ゆき ひと

何事にも積極的に
挑戦してください。
NGUで留学をし、
海外を体験してみ
ましょう。

国際文化学部

宇野 民幸
 う の たみ ゆき

主に瀬戸にいるこ
とになりますが、こ
の地を好きになっ
てきている今日こ
の頃です。

スポーツ健康学部

坂井 智明
 さか い とも あき

生涯にわたりスポ
ーツを実践するこ
との大切さを議論
できることを楽しみ
にしています。

スポーツ健康学部

江口 　忍
 え ぐち しのぶ

皆さんにとって何
かにチャレンジで
きる学生生活にな
るようお手伝いし
たいです。

現代社会学部

早川 洋行
 はや かわ ひろ ゆき

本を読んで、文章を
書いて、議論をし
て、旅をして、そして
恋をしてください。

現代社会学部

山本 真嗣
 やま もと まさ ひで

趣味は、洋楽鑑賞
です。観光系科目
を担当しています。
気軽に研究室に遊
びに来てください。

外国語学部

土屋 勝彦
 つち や まさ ひこ

好奇心を持って果
敢に挑戦していき
ましょう。

国際文化学部

菊池 八穂子
 きく ち や ほ こ

社会科教育の授業
を担当します。小
学校教諭を目指す
方、一緒に頑張り
ましょう。

スポーツ健康学部

Always strive for 
excellence! 
頑張ってください！

経済学部

野尻 洋平
 の じり よう へい

社会に「問い」を発
してください。対象
を問うことによっ
て、学問がはじまり
ます。

現代社会学部

中野 奈央
 なか の な お

勉強も遊びも人間
関係も、全部全力
で楽しんで、キラ
キラした大学生活
を送ってください。

商学部

柴崎 全弘
 しば さき まさ ひろ

大学時代は時間が
たくさんあります。
寝過ぎには注意し
ましょう。

国際文化学部

梶浦 恭子
 かじ うら きょう こ

幼稚園実習に関す
る授業を担当しま
す。心と身体を存分
に動かし、楽しんで
いきましょう。

スポーツ健康学部

濵野 寛子
 はま の ひろ こ

新しいことに挑戦
し、様々な経験を積
み重ねて、自身の
世界を広げていっ
てください。

経済学部

中島 　誠
 なか じま まこと

専門は社会心理学
です。集団の中で
楽しく学び、働くコ
ツについて一緒に
探求しましょう。

現代社会学部

津田 　誠
 つ だ まこと

長くスポーツ（特に
ソフトテニス）にか
かわっています。学
生の皆さんとの出
会いを楽しみにし
ています。

商学部

佐伯 奈津子
 さ えき な つ こ

私たちの暮らしが、
世界とどうつなが
っているのか、とも
に発見していきま
しょう。

国際文化学部

江田 　司
 え だ つかさ

音楽の授業を担当
します。楽器や歌
が苦手でも大丈夫
です。楽しい講義
を予定しています。

スポーツ健康学部

國原 幸一朗
 くに はら こう いち ろう

教職の授業を担当
します。一緒に教育
を通して多くのこ
とを学びましょう。

現代社会学部

竹野 富美子
 たけ の ふ み こ

歴史豊かな街にあ
るキャンパスで皆
さんにお会いする
のを楽しみにして
います。

商学部

鹿毛 敏夫
 か げ とし お

日本史や国際交流
史の授業を担当し
ます。学生時代は
バレーボールをや
りました。

国際文化学部

長田 こずえ
 なが た

社会はグローバル
化しています。30
年間の国連勤務の
経験をみなさんと
共有したいと思い
ます。

国際文化学部

小林 由美子
 こ ばやし ゆ み こ

教育現場の体験を
生かして“学び”を
深めていきたいと
思います。よろしく
お願いします。

スポーツ健康学部

四方田 健二
 よ も だ けん じ

大学で共に学ぶ仲
間と様々なことに
挑戦してください。
応援します。

スポーツ健康学部

土肥 靖明
 ど ひ やす あき

恵まれた環境で、
すばらしい仲間と
ともに楽しい4年
間を送ってくださ
い。

リハビリテーション学部

吉田 　淳
 よし だ あつし

新 学 科 の 気 風 を
皆さんとともに築
いていきましょう。
子どもたちから親
しまれる教員を目
指して。

スポーツ健康学部

横井 志保
 よこ い し ほ

夢に向かって一緒
に泣いたり笑った
り怒ったり喜んだり
しましょう。いつも
一緒にいます。

スポーツ健康学部

滝浪 常雄
 たき なみ つね お

国語教育の授業を
担当します。誠意
ある言葉の使い手
を目指して、共に
学びましょう。

スポーツ健康学部

田中 まさ子
 た なか

子どものこと、子ど
もの周囲にある絵
本やあそびや環境
を共に学んでいき
ましょう。

スポーツ健康学部

小崎 友梨
 お ざき ゆ り

全力で学生生活を
送るお手伝いがで
きたらと思います。
よろしくお願いし
ます。

財務課

鈴木 孝則
 すず き たか のり

10年後の皆さん
が社会、地域で『頼
られる人』『あてに
なる人』になるた
めに努力してくだ
さい。

財務課

加藤 幹大
 か とう みき ひろ

みなさんの学生生
活が有意義なもの
になるように精一
杯サポートします。

総務課

山川 卓哉
 やま かわ たく や

皆さんと一緒に大
学を盛り上げてい
けたらと思います。
よろしくお願いい
たします。

瀬戸総合事務部

木村 久和
 き むら ひさ かず

夢に向かって！一人
一人の夢が実現す
る大学生活となる
よう期待します。

教職センター（瀬戸）

森田 耕治
 もり た こう じ

3月末まで県立高
校の校長を9年間
勤めました。教師
になりたい人を全
力で応援します。

教職センター（名古屋）

守矢 秀幸
 もり や ひで ゆき

学生時代は人生の中
でも一番充実した楽
しい時期（であるべ
きです）。学ぶことは
もちろん、遊ぶことも
しっかりやりましょう！

健康センター

長井 典子
 なが い のり こ

駐車場を降りまし
たら、うぐいすの鳴
き声に出迎えられ
ました。一度来て
みてください。

健康センター

牧野 　雅
 まき の ただし

学生時代は自分の
世界を広げるチャ
ンスタイムです。
新しいことに挑戦
してみましょう。

学術情報センター

中田 　翔
 なか だ かける

名 古 屋 学 院 大 学
OBです。楽しい大
学生活をすごして
もらえるよう全力
で応援させていた
だきます。

教務課

大西 祥一
 おお にし しょう いち

実りあるキャンパス
ライフになるよう、
精一杯応援します。
よろしくお願いい
たします。

企画地域連携室

保坂 隼人
 ほ さか はや と

秋田県から来まし
た。大学で見かけ
た時には、気軽に話
しかけてください。

大学院事務室

Event Information

■父母会総会
開催日：６月20日（土）
場　所：名古屋キャンパス 翼館４階クラインホール

■父母懇談会
開催日：９月5日（土）、12日（土）

会場
四日市会場
浜松会場
金沢会場
大垣会場

大学会場

９月  5日（土）

四日市都ホテル
オークラアクトシティホテル浜松
金沢都ホテル
ロワジールホテル大垣
名古屋キャンパス
瀬戸キャンパス

日程 開催施設

９月１2日（土）

●２０１5年度 父母懇談会日程

第51回 名学大祭
開催日：10月24日（土）、25日（日）
場　所：名古屋キャンパス

第9回 瀬戸キャンパス祭

父母会総会・父母懇談会のご案内

開催日：10月10日（土）
場　所：瀬戸キャンパス

▲昨年度父母懇談会の様子

バーンズ・ライアン
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2015年度 新任教職員紹介 （学部ごと50音順で掲載）

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

 10日（水） 学部長表彰

 20日（月） 臨時開講（海の日）
 22日（水） 春学期定期試験
  [～7月31日（金）]
 31日（金） 春学期授業終了

 3日（月） 夏季休暇[～9月17日（木）]
 3日（月） 集中講義[～9月4日（金）]

11
月

 3日（火） 臨時開講（文化の日）
 23日（月） 臨時開講（勤労感謝の日）

 10日（木） 春学期学位記授与式
 17日（木） 春学期終了
 18日（金） 秋学期授業開始
  履修登録変更[～24日（木）]
 21日（月） 臨時開講（敬老の日）
 22日（火） 臨時開講（国民の休日）
 23日（水） 臨時開講（秋分の日）
 10日（土） 瀬戸キャンパス祭
 12日（月） 臨時開講（体育の日）
 15日（木） 大学創立記念日
 23日（金） プレ大学祭（臨時休講）
 24日（土）
　  ～  名学大祭
 25日（日）

「宇宙」や「世界」を表すCOSMOS（コスモス）と
PANORAMA（パノラマ）との合成語。
19世紀にロンドンの街角でしばしば行われた世
界各地の様子をのぞきみせるショーの名称として
使われたのが最初。世界の動きに興味を持ち、大
きな視点に立ってそれを見渡すことができるよう
にとNGU NEWSの愛称に採用しました。

（コズモラマ）の由来

行事予定2015年 6月～11月

名古屋学院大学
公式facebookページでも
様々な情報を発信しています。
学生の活動や
キャンパスの様子等を中心に
最新の情報を
発信していますので
ぜひご覧ください。
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遠藤 賢治 教授

法学部長
 えん どう けん じ

今仁 生美 教授
 い まに いく み

小林 甲一 教授

現代社会学部長
 こ ばやし こう いち

木村 光伸 教授

国際文化学部長
 き むら こう しん

柳 善和 教授

外国語学部長
やなぎ よし かず
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外国語学研究科長

古池 嘉和
 こ いけ よし かず

四年ぶりに復帰し
ます。初心に帰って
精一杯頑張ります。
よろしくお願いし
ます。

現代社会学部

曽場 七恵
 そ ば なな え

世界にはワクワク
することがたくさ
んあります。豊かな
学生生活を送られ
ますように。

商学部

黒柳 志仁
 くろ やなぎ ゆき ひと

何事にも積極的に
挑戦してください。
NGUで留学をし、
海外を体験してみ
ましょう。

国際文化学部

宇野 民幸
 う の たみ ゆき

主に瀬戸にいるこ
とになりますが、こ
の地を好きになっ
てきている今日こ
の頃です。

スポーツ健康学部

坂井 智明
 さか い とも あき

生涯にわたりスポ
ーツを実践するこ
との大切さを議論
できることを楽しみ
にしています。

スポーツ健康学部

江口 　忍
 え ぐち しのぶ

皆さんにとって何
かにチャレンジで
きる学生生活にな
るようお手伝いし
たいです。

現代社会学部

早川 洋行
 はや かわ ひろ ゆき

本を読んで、文章を
書いて、議論をし
て、旅をして、そして
恋をしてください。

現代社会学部

山本 真嗣
 やま もと まさ ひで

趣味は、洋楽鑑賞
です。観光系科目
を担当しています。
気軽に研究室に遊
びに来てください。

外国語学部

土屋 勝彦
 つち や まさ ひこ

好奇心を持って果
敢に挑戦していき
ましょう。

国際文化学部

菊池 八穂子
 きく ち や ほ こ

社会科教育の授業
を担当します。小
学校教諭を目指す
方、一緒に頑張り
ましょう。

スポーツ健康学部

Always strive for 
excellence! 
頑張ってください！

経済学部

野尻 洋平
 の じり よう へい

社会に「問い」を発
してください。対象
を問うことによっ
て、学問がはじまり
ます。

現代社会学部

中野 奈央
 なか の な お

勉強も遊びも人間
関係も、全部全力
で楽しんで、キラ
キラした大学生活
を送ってください。

商学部

柴崎 全弘
 しば さき まさ ひろ

大学時代は時間が
たくさんあります。
寝過ぎには注意し
ましょう。

国際文化学部

梶浦 恭子
 かじ うら きょう こ

幼稚園実習に関す
る授業を担当しま
す。心と身体を存分
に動かし、楽しんで
いきましょう。

スポーツ健康学部

濵野 寛子
 はま の ひろ こ

新しいことに挑戦
し、様々な経験を積
み重ねて、自身の
世界を広げていっ
てください。

経済学部

中島 　誠
 なか じま まこと

専門は社会心理学
です。集団の中で
楽しく学び、働くコ
ツについて一緒に
探求しましょう。

現代社会学部

津田 　誠
 つ だ まこと

長くスポーツ（特に
ソフトテニス）にか
かわっています。学
生の皆さんとの出
会いを楽しみにし
ています。

商学部

佐伯 奈津子
 さ えき な つ こ

私たちの暮らしが、
世界とどうつなが
っているのか、とも
に発見していきま
しょう。

国際文化学部

江田 　司
 え だ つかさ

音楽の授業を担当
します。楽器や歌
が苦手でも大丈夫
です。楽しい講義
を予定しています。

スポーツ健康学部

國原 幸一朗
 くに はら こう いち ろう

教職の授業を担当
します。一緒に教育
を通して多くのこ
とを学びましょう。

現代社会学部

竹野 富美子
 たけ の ふ み こ

歴史豊かな街にあ
るキャンパスで皆
さんにお会いする
のを楽しみにして
います。

商学部

鹿毛 敏夫
 か げ とし お

日本史や国際交流
史の授業を担当し
ます。学生時代は
バレーボールをや
りました。

国際文化学部

長田 こずえ
 なが た

社会はグローバル
化しています。30
年間の国連勤務の
経験をみなさんと
共有したいと思い
ます。

国際文化学部

小林 由美子
 こ ばやし ゆ み こ

教育現場の体験を
生かして“学び”を
深めていきたいと
思います。よろしく
お願いします。

スポーツ健康学部

四方田 健二
 よ も だ けん じ

大学で共に学ぶ仲
間と様々なことに
挑戦してください。
応援します。

スポーツ健康学部

土肥 靖明
 ど ひ やす あき

恵まれた環境で、
すばらしい仲間と
ともに楽しい4年
間を送ってくださ
い。

リハビリテーション学部

吉田 　淳
 よし だ あつし

新 学 科 の 気 風 を
皆さんとともに築
いていきましょう。
子どもたちから親
しまれる教員を目
指して。

スポーツ健康学部

横井 志保
 よこ い し ほ

夢に向かって一緒
に泣いたり笑った
り怒ったり喜んだり
しましょう。いつも
一緒にいます。

スポーツ健康学部

滝浪 常雄
 たき なみ つね お

国語教育の授業を
担当します。誠意
ある言葉の使い手
を目指して、共に
学びましょう。

スポーツ健康学部

田中 まさ子
 た なか

子どものこと、子ど
もの周囲にある絵
本やあそびや環境
を共に学んでいき
ましょう。

スポーツ健康学部

小崎 友梨
 お ざき ゆ り

全力で学生生活を
送るお手伝いがで
きたらと思います。
よろしくお願いし
ます。

財務課

鈴木 孝則
 すず き たか のり

10年後の皆さん
が社会、地域で『頼
られる人』『あてに
なる人』になるた
めに努力してくだ
さい。

財務課

加藤 幹大
 か とう みき ひろ

みなさんの学生生
活が有意義なもの
になるように精一
杯サポートします。

総務課

山川 卓哉
 やま かわ たく や

皆さんと一緒に大
学を盛り上げてい
けたらと思います。
よろしくお願いい
たします。

瀬戸総合事務部

木村 久和
 き むら ひさ かず

夢に向かって！一人
一人の夢が実現す
る大学生活となる
よう期待します。

教職センター（瀬戸）

森田 耕治
 もり た こう じ

3月末まで県立高
校の校長を9年間
勤めました。教師
になりたい人を全
力で応援します。

教職センター（名古屋）

守矢 秀幸
 もり や ひで ゆき

学生時代は人生の中
でも一番充実した楽
しい時期（であるべ
きです）。学ぶことは
もちろん、遊ぶことも
しっかりやりましょう！

健康センター

長井 典子
 なが い のり こ

駐車場を降りまし
たら、うぐいすの鳴
き声に出迎えられ
ました。一度来て
みてください。

健康センター

牧野 　雅
 まき の ただし

学生時代は自分の
世界を広げるチャ
ンスタイムです。
新しいことに挑戦
してみましょう。

学術情報センター

中田 　翔
 なか だ かける

名 古 屋 学 院 大 学
OBです。楽しい大
学生活をすごして
もらえるよう全力
で応援させていた
だきます。

教務課

大西 祥一
 おお にし しょう いち

実りあるキャンパス
ライフになるよう、
精一杯応援します。
よろしくお願いい
たします。

企画地域連携室

保坂 隼人
 ほ さか はや と

秋田県から来まし
た。大学で見かけ
た時には、気軽に話
しかけてください。

大学院事務室

経済学部 現代社会学部 商学部 外国語学部 国際文化学部

スポーツ健康学部 リハビリテーション学部 教職センター 職員

Event Information

■父母会総会
開催日：６月20日（土）
場　所：名古屋キャンパス 翼館４階クラインホール

■父母懇談会
開催日：９月5日（土）、12日（土）

会場
四日市会場
浜松会場
金沢会場
大垣会場

大学会場

９月  5日（土）

四日市都ホテル
オークラアクトシティホテル浜松
金沢都ホテル
ロワジールホテル大垣
名古屋キャンパス
瀬戸キャンパス

日程 開催施設

９月１2日（土）

●２０１5年度 父母懇談会日程

第51回 名学大祭
開催日：10月24日（土）、25日（日）
場　所：名古屋キャンパス

第9回 瀬戸キャンパス祭

父母会総会・父母懇談会のご案内

開催日：10月10日（土）
場　所：瀬戸キャンパス

▲昨年度父母懇談会の様子
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本学の情報はホームページでもご覧いただけます
http://www.ngu.jp/

コズモラマ

2015年4月
新しい学び、
誕生。
入学式
ようこそ! 名古屋学院大学へ

学部長・研究科長就任

CMYK


